
雨森芳洲著『交隣按配』（現代語釈）－その3
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0．はじめに

近年、口軽及び韓Hl別でのl批隆史分野における研究は多くの発展を見せてい

る。このことは、その間、この分野のf】J「究者の増加lヤイ】ノ1究成果の質的水準の向

上があろう。しかし、広義には相寸の関係史研究の全般的な現況は／㌻までの成

果よりは今後扱わねばならない問題のほうが多い。

ところで筆者は、口確関係史分野とりわけ糾鮮通信憎にl瑚わる研究が口韓双

方で話題になり、優れた先？者の研究成果が現れたころ、対一粘藩儒雨森芳洲の

思想と業鉛にH H L、199刊より、「雨森新洲と善l即し交」、「雨森芳洲の捌鮮

語研究」にl期する．論考を発表してきた‖　そして、近肌のR韓関係史とりわけR

韓外交史の分野で活躍した雨森芳洲蓋し－交隣提醒』に鋭・コ、関心を払ってきたrJ

内森方洲著『交憐掟軌　については、筆者の日南在芳洲著『交憐掟軌　につ

いて－その1■■（大阪相済法利人ノデ論集弟9〔）号、2Ⅲ〕6年2Hlり）および　●一両森

芳洲署『交隣擢鮭。（梓叶1匹偲編纂委員会所蔵＼）について－その2日（人版

榔摺法科大′Jご諭某第（）2ぢ、20（）川2日lり）を参照されたい。第90与では、普者

雨森芳洲について、と解題『交隣接酉札【について、を詳j′いノた「また、第（）2号

では、解題『交隣提P乱l欄凶音国史編纂委員会所蔵本）と超して、を詳述した。

『交l劉是照　は、172年（享保13）、内森∬洲が6日鑑の叫に対局藩Ⅰ；j、先誠

に献じた朝鮮外交の心待書で、楕調高いr人J黍をイJする芳洲の代友著作の一　つで

ある。現在、蕎1川」、∫／槻詔の甘歴史艮俗賀料蹄に保骨されている芳洲会所有の

『交憐捉朋』は、あまたの雨森芳洲関係賓判り）・い、重要丈化財に指定されてい

る、

ところで、規イIfムえられている「交隣接惜し　には5棟の異本　に0前賢県■鳥目

町の「両森芳洲文虹所蔵本」、うう「東京入学■吏杵編纂所所柁本」甘朝一借の旧厳原
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両森芳洲著『交隣提配り（現代語釈）一その3（呉）

町の「中央公民館所蔵本」④韓国の「韓国宣国史編纂委員会所蔵本」⑤「韓国

国立中央博物館所蔵本」）が伝わる。

本稿は、韓凶立l旦史編纂委員会所蔵本の『交隣掟醒』を底本として軋代H本

語釈に努めたものである。底本とした『交隣掟軌の影印は「大阪経済法科大

学論集第92り」で掲載した。現代日本語訳出の過程で、本稿が底本とした『交

隣掟軌　と芳洲文庫所蔵本の『交隣提軌　とは内容的に見て、記述法、漢7■表

‖己、甲語なと、大小の相違があることが判明した。

なお、矧小’′編纂委員会所蔵本『交隣掟酉鮎の人手過程および他の異本との

仙違については、り了愕（第92号）で記述したので省略する。

［凡例］

1）符号

（）　筆書（呉）が現代語釈卜、坤解の説明を補足した場合。

『』：原文に現れる書籍を表す場合。

「」：州廿文または丈LJ」における漢字川語を表した場合。

2）他の留・慧事項

「喜J底文には、各番ぢ一と週目がイ」されていない。本稿では内容を理研するために

全体を5小貫口に分け、項目ことに番号をつけ、題目をィ、Jした。

・こ2）成文では各項口内で分段が分かれているわけではないが、本稿では内容の理

解のために廿段の区分を行なった。

牙数十は、原文では漢数字であるが、漢数字の後に（）仙二アラヒア数でを

付ナた．，しかし、注釈ではアラビア数字に統一　した。

旦鳩本に表われる廊・史1の川語や古典から引用した語句なとに刈しては、読署

の坪研のために註釈に説明を付けた。

⑤底文に表われる八㌢．や地名などの固有名詞は基本拙こルビを付した。その際、

日本人γ丁にはひらがなで、当時の糾鮮人にはカタカナで読みのルビをイ」した。

・㈲人名、地名、官職才．なとの固有名詞と　蝦に侵、く知られていない用語などに

ついては読みにルヒをイ」した

げ新釈で明らかにしない参考文献は最後の部分に　托して掟小した。
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l】J森プ如け儒　r交隣捉離』（現代語釈）－その3（呉J

3）川譜と文体

〔主軸′筆者（lfl森井洲）の意l冥lが読者に押解されるようにするために、基本的に

原文を忠実に現代語釈したが、押解の丁助けのために意訳をした場合もある。

②、11初、軌鮮語と日本語の適訳を机」していた人々の中で、軌鮮人通訳官は訳

官として、そして日本人の通訳ノRは通詞として行いにl言分していたが本稿で

は原文の区分のままに従った‖

（初原文と本稿の中で表われる「剛廷】は、人部分の場合、糾鮮時代の軌延を指

す。

『交隣提琴』

1．朝鮮との交際に留意すへきこと

朝鮮との交際については、第一に、人柄と時勢、すなわち風俗や慣習を知る

ことが重宴である。その中でも（靭鮮政府機構の）筋道にしたがい1メ分し、何

事であれ判断しなければならない。鮪というのは、これは朝廷の判断に関わる

こと、これは東某府■の判断に什せること、これは択ロたちが収りさばくこと、

これは商人たちのしきたりによること、とそれぞれに分けて熟考した後、それ

に応じてふさわい、と思われるように処理することを「筋々に分ける」と言う

のである「

例えば、（糾畔から〕米を買い入れる†′【、（朝鮮が対馬藩からの役人を靭鮮側

がもてなす）宴凧なとの什は、両【止lの．．成ノ天なr馴系を図る組点か㌦紆定を取り決

め、朝鮮の軌延にも知られているとのことですから、米が快く搬入されるかど

うか、または、‘衰：席が例式どおり行なわれるかとうかは則廷と東莱府の判断に

属することである。また、㈹売二に関することは、利益があり、交渉がうまく

いけば荷物を‡ト」てきて、交渉（合古）がうまくなされなければ棉物を杓㍉て

こない、というように、専ら商人のflノJ　州法）によることなのであるこ、とこ

ろが、米の買い入れ、または′奴席の†′lにl某日ノて、必ず主張しておかねばならな

いことでも商先に差し支えるのではないかと考え、（札喝藩が）これを‡張す
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雨森芳洲著『交隣提軌（現代語釈）－その1（呉）

るとか、または、商品の納入のおり、不足があったり、納期が異なると　伯人

たちに話さないで）東菜に言いつけて何とか商売が順調にはかどるように考え

たりするのは、筋を分けない考え違いと盲うものである。以前、偽舟がが問題

になったことがあ／つたが、最初は（対抗側も）赦しく朝鮮側を追及するように

との考えのように見支けられたが、その後、商売に差し立：えると裁判ノノ1から

戸／つてきたので、そのことも人概に済ませてしまった。このような類のことを

指して、筋のJ瑚」がなく、人情や社会のありさまに疎いというのである。だい

たい日本のことであれば、これは腐人に言うこと、これは町奉行に言っておく

こと、これは老中方に申し入れること、と剛r」は自ずから分るものです。とこ

ろが、剛鮮のこととなると、乱れるので、そのような点にも心を用いかナれば

ならない「

【注】

で朝鮮上期時代に束莱（硯、釜山タワーの近郊）に設同された官庁。

・＼盲目に「私貿易」すなわち「閃市」のことを指す。私貿易に対し、「官貿易」

は㌫氏から捌鮮王へ物品を敵「すると、回賜という形式で返礼の品物を受け

るのに対し、私貿易は倭館内で自由に市日を決め取引を行なった。

字叶濯、貿易船、蜜貿易のこと。

雄裁判力とは、朝鮮別伝俺の送迎、訳官使の送迎、公作米の交渉なとを担った

拙戦。

2．特許商人たちによる私貿易

】師宣のことは、蹄人の数を定めて貴国（札勘　と貿易をするように剛鮮朝廷

が討可したのである】r，だから商人については、何を妥求するとか、または「別

間市」’を要求するとか、あるいは人参の収引で商い、幕JLを、丁てるなとは

全て朝廷が馴しているので邪まなことがないように、との示達を格別に留

意しなけれはならない。だから、交易する物奈をもっと多く持一）てくるように

指′J、を卜されるように（朝鮮側や東某府に）願うのはたいへん無益はことであ

る。もちろん則鮮の満人たちとの合作がよくなされれば明らかに刑罰を受ける
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両森芳洲著『交l射走酎J（現代．。梱く）－その3（呉）

ことになるが、潜問　の難がいまだに途切れません。このように増えると、

朝鮮側とうまく合意なされない状態では、いくら朝廷と束莱府から命令が卜っ

ても利益のないl相克をすることができない＝　商売の1保引（私貿易　は勒辻や吏

二掛fJが関わるのでほない、ともパえない榊占があるのであるノ　この′rLrはやはり

混乱を招きやすいのでこ押研くださらねばならない（

【仕】

〔ユ）軌師の糾廷が商人の数を20㌢．、30今はとと完めることがあり、これを指して

「商売定額制」と言う、

・②毎月3、8、13、18、23、38Rの間巾R以外に開かれる私貿易のこと‖

・③朝鮮の糾仕の許可を受けない民間商人が甘本側と望易するとか、許可を一受け

た商人または訳ノ巳でも檻．督′どのHを避けて日本側と椚取引することを「潜商」

と云い、厳しい罰をせけた、　ノ了、日本側も対馬藩の統制をくらまし剛鮮人

と取引するのを厳しく規削したJ

3．穀物支給の中止と撤供撤市

対鳥への供給を停1【し、難易を廃‥　してしまえは、対局の住人は孔飲み一十の

乳を稚つのとい＝二であると、かの匝lの人はいつも∴っており、こちら（対馬）

に稲子をりえることを「策と考えている‖小川丈一一郎■が倭鉦巳■iの叫、館内

の者が銀不という靭鮮人を殺して、中川に沈めておいたのを軌鮮人たちがその

死借を取り目したことが山菜に聞こえ、もしその射り」を上　し出さなければ撤

快稚苗1するようにとの伝令を呉通訳下が懐に持っており見せてくれたし

この時は、通訳官から．1い出さないうちに軋lノ」からこの件の犯人のことをl‥

し出る者がいた。l十速、純ノ、1が召し捕えたので、イ】のfム令を出すまでには至ら

なかった／午後においても御国（刃‾掲）からけしからぬことを命令したり、無

作法な対処のイ1力をした時は、確かに曲元の差し支えになることが起こるで

しょうが、言うへきことをおっしゃることには無坪に撤供撤市するようなこと

はないJ U本人というのは、l拍充を命のことく最も人切にすることを（靭鮮人

側）もよくノ椚目しているので、畔には肌官たちか儲いて写ノf易が＝滑にはかとら
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雨森芳洲署『交隣掟酉凱（現代語釈）－その3（只）

ないようにすることがあっても、このような時には、前にも申したとおり、筋

を分かち、物事の大小・軽重を分別し、それでもなお市の開催に文障があるの

かどうかを判断することが最も重要なのである。

【注】

・′王）彼は、170ニト170仰（元禄16－宝永元）間、倭館の飽守であった。

藩中世時代、水アンアの国家の外交は便日の相互往来にみならず、相手国に常

駐しないことが慣例であった、しかし、最′J、限の必要に応じて　定の地域に

特別な空間を設け暮すことを許可していた。日本の長崎のオランタ南柏、LU

凶の何州と日本の鹿児島の琉球館、朝鮮の釜山の倭館がそれであるし、懐紙と

は、狭義では倭俺が衝Hしていた棺舎を意味するが、広義では削限された地

域に日本人を居住させ、倭俺の接待と貿易を許町させた地域を指す。元来、

倭鉦を設澤した理由は高麗末以来、沿海岸を略奪した倭冠を平和的な交易者

に転IhJさせようとした懐柔策にあった。そのためには九州地ノJのイ才力封建領

羊と対馬島1に貿易卜の特権をうえ倭冠の取り締まりを任せることであっ

た。ところが、貿易の渡来倭人の増加で任意に捕［］に渡来する者が増えるこ

とによって同家機密の漏洩と弊害を防ぐ必要があった。そのための力策が倭

餌の設澤であった。当初は厳格な規制を設け、許ロ」なしには倭館外への出入

を禁じたノ

1407年Ⅰ油滴（束莱釜冊　と乃而滴（替浦・鎮海・熊川）に初めて設置

された後、1418的二隠滴が追加された。この二つの倭館を「二浦倭館」とい

う‖　ところでユ592叶に起こった「千辰倭乱」（文禄の役）で国交が断絶し、

国交の論議がされる中、漢城（硯、ソウル）にあった日本施設の東1′館も閉

鎖され器Ilrが岬　の外交・留易の窓「1とな′つた。

1607～1678イ1まで打続していた倭館を「豆毛沌倭鮪」（釜川の東区庁付近

にあった）といい、規模は1万坪ほどであったr，この倭餌は築山鋲城に近く、

船齢の水深が浅く環境がよくないとのことで、規、屯頭lIl公園近くに移転し

た。この三番目の新しい倭蝿が「草葉倭館」であり、16781】876年まで存続

した。規模は約10ノJ坪（長崎の山鳥の約25倍）で、豆毛浦倭館の10倍であっ

た「「章梁倭飾」は屯遁rl卜付近を中心に東館と西鮪に分かれており、東館は
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雨蘇芳州著　F交隣掟酉軌（現代語釈）－その3（呉）

外交と貿易を押1する居イ1業務のノ空間で、丙師まH本の佳節が宿れする空間

であった〉「草梁倭蝕」には′．馴ら、500人ほとの日本人が居住していた。

〔訂市場撤廃のこと。すなわち、ここでは対塙への供給を廃目し、門易を廃11す

ること。

4．公作米の支給遅延

朝鮮からの買米】について訴そうと′l且う日割延では別段これといったことは

ありませぬが、東莱府や訳官たちが諮り、中間で米の支給を遅らせたことがよ

くある。利益を貪るのは草ごもみな同じである。聴明（理の明るい役人）

がいつもいるわけではないので、この点に汗．・3しなければならない。

【fi】

爪ここで言う「日米」の「米」とは、「公木」（l司家や役所所有または公貿易に

川いる木綿）の代わりに支給する「米」という意味である。捌鮮時代に、日

本との公貿易で支払う物品の佃を木綿で換算することを「公イ†木」と称し、

米で換算することを「公作木」と称したrJ「H米」と衣記する時は、勒畔か

ら「貰っていく米」というせ味が盛り込まれていると考えられる。

②「華」に「みやこ」C／）ルビがある。なお、束か入学史料編纂所所複本『交隣

捉醒』（以下、「衆人所蔵本」と称する）では、本史料の「華も同湖」を「華

央l・・J然】と記されている。

5．公作木の品質と度量衡

朝鮮から購入した米に秒や石、籾頬を混ぜたり、水に浸して寸もってくるのは、

専ら釜山の役人　腫官制即■■の仕業だと聞いたし　これから兄、またこのよう

なことが起これば、基享を催す時、倭館内の役人たちと合正し、その米を快の

まま東莱府便の前に差出し．】Jtえるのが最虻の力策だと考える‖

倭館内から米を受け順る叫、　－【以外に小甘をさらにもらうのは罠からそう

してきたものとJAしわれるr，しかし、その理吊は相かではない′「東栄帽イ・臣甘加

－65－



雨森若洲著ア交隣掟配』（現代．講釈）－その3（呉）

升せよ、と‾う‾張して段々とそのようなやり方に変わった」と担当者も話を聞い

ているが、「加升せよ」と言う崎、論守して一方が負けるおそれがある。それ

で最後まで章こ兄を刺したことがなかった。料升についてもおよそその内碁を把

推して判　イ′】。己線』に詳しく記しておいた。や将来、加汁の前後の内部事情

がさらにlHらかになれば、その時は「記のように、東栄仙二直接訴える方法を

取らなければ虻らない筈である。

【注】

・1〕東人所蔵本には、本史料本とは共なり、「公作米西館米」とは記さず「監甘

等脾之西館米（続いて二文了不明）」と記している。このことから「釜＝l役人」

と称する則肝の官史は公務役における対日輸入品の代価として日本に支給し

た公作米の業称担当者だ′jたと一郎つれる。東人所蔵本には、本史利とは異な

り「等牌」すく横に小文字で、‘何館米，と記されている。

老視在、k崎県‾項軋阻蛙史民俗郎料館宗家文庫に所蔵されている文書番計が「記

茅躇朝鮮ノJBl」（『；言家文庫史料目録（記録類口）373頁参照』）には、瑚寺、

倭餌の建物は人きく東内に分かれていた。東館には、館守倭家・批判倭家・

閃市大斤などがあったこと、そして、西鮒二は、第　胎送促が留まる東大H

と参判伐が留まる西人庁などがあったことが記録されている。このことか

ら、西鮎米’とは、朝鮮が対馬から来た日本の佗［封二支給していた米を指

すものと考えられ、この業務を掛当していた朝鮮のノ自壊が「等牌」であった。

6．送倭と使者の区分

送使で子Jくのは、貿易のために行くものであることを知らねばならない。動

畔の文封二は商船となっている。送使】以外に特別な川符があって行くのは

‘佳苗’と］うし、送使として行く人々の小の大的分は何の用で行くのか分らず、

ただ接待を受けに寺Jくと考える輩がいるが、慣かわしいことである。幕府に別

しては前々よ　両国の腑。の意味で、イHニ船25隻ずつを送ると報告されてい

るたけで、商船とは報告されていない∩　したがって、息府が詳しく問わなけれ

ば対馬藩から商脱と報告してはならない筈である、
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【注l

①外匹＝二使臣を送ること。またはその便仁一。

7．兼帯送使

兼備一送性のことは、糾附の隠ノ潜な約束として抑狛二知られることではない。

しかし、幕府で津ねられれは、軸軒での願どおりしたたけであり、弊害を省く

ため数1年間、兼苛してきたものと報2すれは何ら問題はないであろう。対馬

藩に漂流した漂船を兼帯して送還するのもIuJ隼のことである。ただこのような

ことは義輝に合ったことではないので、公明正大な人君が出現すれば必ずや改

まりましょう（J

【注】

・①「兼帯」とは、もと　樺山卜の職務を兼ねることで、対蟻から渡航してくる

僅送附の接待および交易ん法を簡素化するために実施した制度である。1635

年に蟻上二」として派遣された洪土製によ／」て約粂され163門から実施され

た。その内容を見れば、対局鳥十年別送便2（吸に対し、イ史脈ことIl官が乗船

し、彼らに対する招待が行なわれたが、これを1等封二対して㍗等送と3笥

附二兼ねて接待させ、第4船からは5船以下、17船まで兼ねて接待した。そ

うすることによ／）て上官が乗船する附は歳遣約2船、扱遣3船、歳遣4船、

第1特送舶なと、5隻で15隻分に節減されたく、

8．日本側信使に対する朝鮮の接待

中凶人が日本に商売で来るとゴ／Jても、耀米と柴炭をやって接待■すること

はない。ところで貿易丹）ため11本が剛鮮に派遣した送便を別鮮側が接待するの

は中川の例に従ったものである．、例えば、用人がl苅川了ノのために中国に子Jけは、

「遠ノJよ町来た人を慰労する」とい／）て中国側が駅一転を与え食程を具えてやる

ことが　米山　にも記録されているが、軌鰭もその例に従ったのであるJこれ

は、朝鮮としては正人な描牒であるが、対局藩としては精神的に安らかなこと
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ではない。

【注】

①作例8送傍の場合、各々倭館に滞留できる留飽日（例えば、歳遣約1船送便約

日、第1特送便110日なと）が定まっている。これらについては、滞留期間

中5日に　度ずつ「7千日雑物」という食粍支給の規完があ′Jたし、各種の宴

会および接待規定をつくり厚くもてなした。

・②私貿易のこと。

9．対馬の人々に対する朝鮮での接待

札軌二渡船した人々は定められた日数の接待を受けるだけでなく　低められ

た日放を超えれば）規定にない］数の接待まで受けようとする。勒鮮でいろい

ろとしなければならないことがあると言いつつ（そのまま滞留を続けて）規定

日数仙二（日本へ）帰国した人はいないようだ。こんな状態を決して討しては

ならない〔日むをえないことで（途中）帰国する場合、必ず滞在した日数の接

待だけ′受けさせ、それ以外には接待が受けられないよう命令する必要がある。

このように指摘したことがあると、朝鮮では（妙に）考える。（また対馬の）

幹部の中に、定められた日数内に帰らなければならないと考える人もその中に

はいる‖対馬の人々がよくない印象を残し、朝鮮人が、対馬の人は礼節がlI二し

くないと考えるようになれば対馬烏‾1▲が悪評を聞くことになるが、そんなこと

も悟ることができないから寒心に耐えない。三十イ†一前（】700年頃）からは、そ

のような悪弊が見られなくなったが、それ以前までは対馬藩上たちの給料不足

を児めるためにと称しながら、（派遣する必繁のない）州吏】を派遣し、その

つと、論争を練り返したことがある。結」．J、島寺のためにもよくない（，

【注】

①特別な便出目
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10．日本人に対する朝鮮通詞の勤務地接近を禁止

送便・愈吾が、「坂の下し」にある通詞宅にむやみに行くことはよくないこ

となので禁」LLなければならない。

【注】

汀卜一弧二よれば、「坂の下」は現在の釜山広域市中「才蔵州洞一帯に当たる地と

いう）

11．通詞の機能と重要性

朝鮮の倭餌に勤める札馬藩の′巳吏の中で糾′・ト枕判・代官はもちろん、重

要な役刺を粗／Jている。その外、交隣1■と関わっては通辞J：ほと市要なものは

ない－　通詞は云語さえよくできればそれでよいと言う人もいるにはいるが、全

くそうではない。人柄も優れ、J覚もあり義糟を弁えることを知り、島葺のこ

とを入り」に′思う人でなけれは、兵に島主のための職務を遂行できる通詞とは言

えない（、（そのような通詞でなければ）かえって1一．となり、利益とはならない

であろう。したがって、通詞を選択する叫はある程度人格を只えた人を選ぶの

が肝要である。さらに今Uのように、適詞に対する報酬が貧泥では何の助けに

もならないであろう。通詞がとれほと巾要な官吏であるかは「．では全てを説

明することはできない（、

【注】

①「交隣」とは、隣国および聞入と交わること′

・㌍〕「通詞」とは、二凶HJの］語の中間に、l′って言語の解釈をする人のこと。

「通事」とも称した。適封入こ

1乙　両国の中間で交渉する通訳の役割

通詞が（申Ⅷで）交渉する叫、（軸附則の）訳吾■■たらと申Ⅷで意見の調節

をする場合、人によっては、‘何の話しをしているんだいりこちらの話しをそ
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のままあちらに伝え、あちらの話をこちらにそのとおり伝えればいいはずなの

に、どうしても納得がいかない’と疑わしく思う人がいる。通詞たちが中間で

な兄の調整をすることによって、勿論よくない場合もあろうが、事案によ／Jて

は、よく解決される場合もあるので一律的に疑うこともない。このようなこと

は人情および状況の雰囲気などを考慮する人ならは自ずと知りえることであ

る。

例えは、11徳通信使が日和二行った時、使信　行に、イ肌†かに、‘迫小を発つ・

（首途）とfz、えたのに、二がたちはこれをその日に出船するものと聞き及び、

すぐ船出するつもりでいるものと剛、た。これに、そのHは出立するとだけ

戸えはよく、船山まではまだ昭間的余裕があることを知らせたことがある。そ

うしたところ、かえって説得されて、必ず船出しなければならないと1張する

のであった。裁判・通詞を通じて、そうではか－と論しても聞き入れられず、

その前日、対馬藩の用心掛■う者を送っても快諾はなかった。夕刻になると、

上々官が白’酎二参り船出を知らせに来たし、仁位孫イ1衛門がこのことを幸路す

ると、‘何牛、明日舶氾できれば’と懲飢二願い出る話しぶりのように聞こえ

た〔それで、私、東五郎J■が言うに、「以前より信倍は万事を対馬太守に任せた

ことはなく、この度の信任も先ほと朝鮮へ出発する件について、彼らを護行す

る使者に煩わされていない。特に、信使たちが留まる宿所の雰閃気を見ると、

早朝から順々に鍋から釜まで附二載せていく態勢であり、少し前、口頭で知ら

せに来たのは、とても懇ろに願い出るなどの話ぶりではなく、必ず明□船山す

るので、そのように知ってほしいとの請振りと言えます〔，懇ろに臨むように

理解し、対罵倒が容射二返答してくだきり、明日、直ちに船出するようになれ

ば烏lに対する判断も′恐くなります。，それゆえ通詞を呼び、＿＿価がH－Jたこ一葉

を率l白に叫し上げるように指小するのがよろしかろうと思います」と言って、

山城弥左衛門が呼ばれてきました。そうして、私、東五郎が弥左衛門に申し上

けるに「皆の衆に指小したことが誤りなければよかろうと大拙二思い、中間で

よろしく附ノ締っております〕勿論、当然そのようにしなければなりません。

今日のことは人変大切なことですので、「々官が口われた趣旨を遠慮しないで

そのまま申しlげなければなりません」と述へた′　そのように述へたところ、
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上々71が遺した　三位がおっしゃるに、「舶恨たちが川則虫しだと言うので．、明日は

遂に船山いたすつもりである）それで髭王には、後ほと準備されしたい船出い

たすとの趣旨でこきいます」と述べた「，これに、その叫から驚きはじめ、対鵜

藩十たちが竹、その「1のイ別に長寿院l■に集まり、｝糾11Jく　＿化が址坤に船．サ．

する場合、それを【†りl＿せよ、と仰せ付けられJ∴　このようなことは、通詞の意

見を臣Jくとい／）てもよぐ川即しなけ礼はならないことです

このほか送佗・愈ノH■か朝鮮の事勢を黒目りえず、とんでもないことを訳ノ酎二話

す時、小間で支障なきよう通詞がこれをよく取り扱う場合もある′　また、訳官

たちが要求するように送便・貪‘口′がいちIllく回答しがたいことだと考えられる

時は、訳ノ打たちを習㌧く落ち着かせ、適1な時に愈送†吏・貪ノ出二述へ、その場

の雰閃気を調節したりする、このようなことにまでも、とにかく通詞がいなく

てはならない正要な役人であるゝ

【注】

①通訳に従事した官藍糾鮮時代、夕日可謡に粘通した人を選抜する科挙試験が

あったn

②「二佗」とは、剛鮮仲代、日本に派遣された適ィ．潤の11＿性・副使・従事官の

ことr，

珠「永二右二郎」は、両森若洲の了の－ノJr　ほかにイ1′腸の十かある、什宵後は、

通称、膝五郎および東Jl部、または東とも称したし　また、Ⅲ蝉では　股的に

姓は　字、名は　＿字であるところから、雨森泉とも称した。

（弟】588佃二創建されたm済㌫系統の∫院で、軋rl；．し．拍封京のlけにある「川代見

主宗養調の紫提寺であったと†ムえられ、袈‥】にある墓地には雨森芳洲の墓が

ある（

13．風習の相違による誤解

日本と剛軒とは全ての山で風習が明亮川、略好も異なる　ところで、このよ

うな点を考えられないまま11本の風習とおり・粧鮮人と交際するようになれは、

事によっては甘いに合わない場合が多いriい二述へたように、目口「首途」す
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ると伝えた時も、日本では「首途」と「乗船」には違いがあるが、朝鮮には「肖‾

途」という語があるように思われない。特に、「首途」は　道を発つ，という

意味で記されている文字なので、文字から見ても「乗船」に関わるように見え

るところからイーのように、軌鮮と日本「山国が力いに食い違うになったのである。

だから享保の通信使■■の時は、日本側が「出船」の日付だけを朝鮮側に予め伝

え「首途」という語は用いなかったのである。

これ以外にも、日本ではよいと思うことを朝鮮人はよくないものと理解し、

よいと思わないことを朝鮮人はよいと思うことはいくらでもある。したがって

別鮮側と交渉する人はそのような点に注意しなければならない。

朝鮮は専ら中華に学ほうとする風習がありますが、普籍を通してみても特別

に中同のものでなければ納得しない。だから古緒を読んでも十に八、九までは

軌肝の風習も推察できるのである。とにかく学問がなければこれも小吋能なこ

とである。

日本では、高官の興を曳く者が寒い冬にも袖をたぐって通う。また、槍を持

ち主人に仕え子うき来するF人や荷物持ちたちは似胡ひげを付けて足拍了を取

る。彼らはそれが「持J違いなく朝鮮人の日には立派に見えると思うでしょうが、

実際はそうではない。捌鮮人は袖をたくりいけるのを無礼だと考え、似非ひけ

をつけるのはおかしなことだと巴うのであり、足拍／を取る動作は占労を自嘲

するおかしなことだと内心嘲っているのである。

また、朝鮮人の考えでは、自分の家族や親戚の適中に声を出して笑うのを日

本人が見れば、それに同感するものと考えようが、かえ一jて日本人はそれを嘲

笑する∪　このように日本人と朝鮮人の間には巧いに美徳と臥うことが異なるこ

とを知らねばならない。

以前にあったことであるが、あるLl本人が朗畔の訳官に＃ねた。「囲1の庭

l糾二は何を植えましたか」と別よると、朴貪知が答えて「麦を植えまする」と

占った。すると、日本人たちが「何とまあlつまらぬ同であることよ」と拍手

し、嘲笑したことがあったりおそらく割鮮回工が健闘二北葦郷を全く杓えるは

ずがなかろう、と思ったが（案の完）訳官がそのように答えたのはそのような

農、岡からであったろう。即ち「国丁の御身でありながらも農事を忘れずおられ
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る」と言えは、それは昔から君iの美徳になることであるから、おそらく日本

人も同感するであろう、と考え光のように答えたであろうに、むしろ日本人の

嘲笑を買ったのである。全てのことを処理する時、このような′占を深く考慮し

なければならないn

【注】

①享保四年（1719年）の第9次朝鮮通信使のこと。この時の止任は洪紋申、副

使は黄胤　従甘口は李明彦、製述′白は中経翰であり、来廿の目的と矧Ilは

徳川11㍍、の将軍輿職の慨眉であったJ

14．嗜好・風習の相違

R本と朝鮮は曙好・風習が互いに異なるのに、Hイゝの晴好や風習を規準にし

て軌鮮人に関したことを把握しようとすれば、必ず判断違いを招くものである。

考えが茂妹な者は′【p甜机こ対するヤりノJで朝鮮に対処しなければならないと

考える人もいるが、これは実におかしなことである‖

Tt日次L雑物なとの支給を′受ける将、］不人の∩味で事の処理をするのは非

にならないと考えるが、H分に利得となることには、lぅ然人々は分別をわきまえ

ねばならない。しかし、礼儀作法のことになれば、いつもH本の風習や力法で

朝鮮関係のことを処理しようと考えるので、たまに判断違いを拙くのである。

この他、朝鮮人がわさと喋らないのを見て、軌鮮人を・■裏かたと考え、朝鮮人

が袖のkい苫こなしであちらこちら歩き回るのを見て、剛鮮人を愚鈍で怠け者

だと考える。また、訳官というのは、両国の中間に、ンつ役人なので、毎回双方

の関係が日掛二維持しようとの、†域から駁．を述べたりするものであるが、そ

れを見て、「朝鮮は嘘をつく河だ」と考えてしまう軌は皆分別を弁えない考え

なのである。軌鮮人がわさと妄りに言葉に表さないのは事物の前後を弁えた深

い知恵と配慮からのものであ′〕て愚かなものとは見えないのである。

ましてや■l■今の普梢で伝える吉伝にも深い知識を持っているので、耽るに足

らないつまらない人々であ／Jても、思慮の浅い深いにおいても日本人がなかな

か及はないことである、袖の長い衣を着て什事をするので、日本人のように敏
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捷に働くように見えないが、一旦事が起こり決心すれば、意外にも機敏に働く

ことになる。例えば、以前、溝の重臣（館守・就判）の巾に速力の速い小さな

舟m二来って云1可なく、無断で多大浦に行ったことがあるが、これを　晩のうち

に錐を使って郁†を埠頭の小に引き込み、とても苦労したことがあ／つた。この外

にも朝鮮通信使　子」の別を見ましても、ラノバを一度吹けば出発せよ、との告

示だと思い、一度吹けば皆集合し、二度吹けば出発するのに、一人も遅れる人

はいなかった、船に来り降りする場合も同じで、1一前川峠出発、′「前六時出発

だとムいに定めれば、相手方は少しも遅れることはない。

日本人たちは髪を結い、手を洗い、股引、蜘半場身にィ、」け、入刀、脇差1

を月別二さけ、El偲1と巾着5■を提げるなと、いろいろな準備をするところを見

ると、準備を終えるl机二時間がかなりかかる。それで、川脚寺問を′「前川時に

定めてもT前六し埠になり、午前六時に定めれは午前八時になる場合が多い〔（そ

んなわけで）初めは、朝鮮側が理解できないようで、出発時閑を予め■－1めに知

らせたのであるが、（このようなことがたびたび起こるので）その後は一便の

ノノが待ちかねるように見えるので、出発時間は出発できる時間を知らせた。こ

のようなことは錐もが加／Jていることである）

訳宮は中間で請を伝えるノしなので、たまに誤って伝えることもあるが、これ

はまた臼然なことである。日本人で、中間で交渉する人は自然にそんな場合が

多いではないか。もし朝鮮の人が皆嘘ばかりついて壬らすなら、その阿H体が

、■／ち行かない〔雌をつくのはよくある来世の習慣で、それはと、の国も逃れられ

ない悪習である。しかし、そんな悪習があっても皆が皆、嘘をつくのではない

ので、このような点をよく理解しなけれはならない。

その他、（朝僻と日本の両国が）各々川国の風習がよいと占うが、それは華

も夷も同じである。この場合、割鮮人はし」本人と言い7トいさえLないでおこう

とする〔それで、話すたびにその凶に関連することを謙遜して話すが、かえっ

て日本人はいつも自Ⅰ五1のみH慢している。

酒のことを例に挙けてもそうである′口本の酒が一国　であるからといって、

皆がそう考えるだろうと∩慢すると、剛鮮人たちが「そうだ」と、答えるから

と占って、本当にそうだと知って誇る。これを、「判断のない人」だと（朝鮮
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人が）内心嘲笑していることも解らない

日本の潤が三国　一であると捌鮮人が心から想ったのであれは、人が集まった

峠、「日本の酒が最も優れている」という請かあ／Jたであろうに、そんな話が

ないのは、廿本人の日には日本の酒がよく、糾鮮人の日には朝鮮の酒がよいし、

中同人の「‾1には中国の†【勺がよいし、オランタ人の口にはアラキナンタ■）がよい

ようで、これは自然の道理である。以rJi」、訳′』たちが集会で事実どおりに話し

てほしいとの要請を受けて、「私共は加l飲んでいるのでよいと軋う」という

返答もあったし、また、「H本の潤はよいが、胃につかえ多く敗むには糾鯉の

潤がよい」という返答もあ／」た√，ここ札勘二か十戸と呼ばれる人たちの中に、

京酒を好まず、むしろ対馬の掛ここりを好む人が多いのとl‖jじ矧Ilである。

だとすれは、双ノJでよいと考えると．．って、それが必ず州f側もよいと思う

だろうと判断してはいけない。これは、ささいな事で何の役にも、r／たないこと

であるが、日本と剛軒の哨孜卜風習の相違を理解する　助になるだろうと．1Fき

付けておきますn

また、H4、には提葉」、U－ソクがあり、夜道にはこれはと便利なものはない。

ところが、朝鮮人が傾鯨rノ」の掟火」を借りることはあっても自らイ今る考えがない

のを見て、「明仁）かによいものなのに′Jごほうとしないのは嵐かな風習である」

と計する日本人がいる。

靭鮒の船のように日本の船を造れば、帆柱を作る班川も要らないし、帆の収

i）扱いも簡便で、船の上も穏ヤかに閃き、走航も快くよろしいのに、これをサ

ほうとする日本人がおりません　朝雄拍）船がよいので、これを用りて米を運搬

したとの事実が　三代実録』7に見える＝ブ】三国（新維）の船を借りて我が国（日

本）の米を運搬するのはおかしな三拝であるが、豪傑明智の人でなければその凶

の久しい苧目貫を替えることはたやすくない　これはHも今も困難ですので朝鮮

だけではないり

そのうち、提灯のあるなしは・伴いことであり、附には牛命の安危に関わるこ

とである、外同の良い点をヤばない愚かなことが甚だしいので、同じ愚かさに

でもU本の愚かさはさらに大きいと占えよう′

対馬藩は他の地力とは異なるn「11本の蛤と凱鮮の船とは船を造る力法か一興
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なり、信傍を迎えるときに支障があるので、（日本の船と）形式が異なっても、

朝鮮の船を造るように造ってほしい」と、徳川幕府に要請することは無用のこ

とだと∩える。したがって、予め石年、いFほど前もって朝鮮の船のように小

さな船を造り試してみよ、と蛤のュ封丁者に試し試した後、本当によいと判断さ

れれば幕府に要請し、捌船■”■をはじめ朝鮮の船のように造れないこともない。

「船が水府＝こ浮んでいる時、陸に前かる船の「部については、サ附と似て造

れば甚だ違った形態には見えないものである㌔以前、船の1－日工者の叫二、「朝

鮮の船は来りやすい」と言う人もいた。特に、「朝鮮の船は確実である」と召

う人が中にはいるので、つまらないことのようですが書き留めておく。しかし、

榊、ヒ年を試した後でなければた易く決めがたいことである。まして今は日

本の船と朝鮮の船は要、形があまりにも異なるのに、もし帆柱を二本ずつ立て

て糾鮮の船のように造れば潜商を防くにはよくないので、容易なことではない。

【注】

エロ本の風俗で客を接待する礼は、初めは5□間の粒食を与え、5日が過ぎる

と再度支給するところから「五日卜程」と称した。11本では「／L日次」（お

いり）とJう。

し掌・払、行の時、脚の上部を身軽にしようと足首から膝下まで巻きつける帯のこと

で、布や革なとで作り外側を紐であんだものと巻きつけるものがある。

謎江戸時代の武士の身分を象徴した大小二本の刀剣のことで、大きいほうを太

ノ」、′トさいほうを脇差と云った。就寝する時以外は体から離さなかった。し

かし、【′r姓も特別な依礼の時には挑苛が拝された。

㈱薬物息とを入れ、腰に掛ずる小さな符。

・′5）布や睾なとで作句、口を細で括り、小に金銭なとを入れて携帯する袋〔

⑥r‾l▲戸時代にオランダから人／）た酒のこと。長崎のオランタl好餌で司ランク人

が飲んでいた赤ぶどう柄で、「相即を出入りしていた日本人によって当時の円

本社会にもこの酒の存在が知られていた。「アラキ」はヨランク詔で「ar。k」

であるが、もとはアラヒヤ語の「㌻1－札止焼酎に1㌦ト肉柱・曲香などで香

気をつけた潤でエジプトイントで．骨川する17ラキ潤、アラノクとも。

ノノ、「チンタ」はボルトカル話の「川11－0－11】－tO」の略。珍陀酒ともJうし，
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⑦r＿＿代実鈍　とは、日本の清和・陽成・光孝大皇の　＿代、即ち858～897年ま

での29年間にUる榊Ul本の日■むを指し、ア六l町史］のうち最も来期に編暮

された。

⑧朝鮮通信使の船を曳引する対蟻の船を指すようである。

⑨これは、日本の附と捌鮮の舶の製造力法と横丁畏および形態の違いを意味する。

15．朝鮮と日本の官職名の相違

通信使が日本に子Jつた時、日本側が幕府の代／打に関することを文2日こし、糾

鮮側に送ったことがあった　この時、循命知が云うに、r代甘■と盲1えはとて

も軽く聞こえるので他の官名で再びエいてほしい」と言／Jた。その理由は、倭

館内で、「倭餌」と言えはたいしたことのない′H更を遣、味するのでそのように

言ったのである。それで、結局「代下」の責任ド域を照合して、その地域の「郡

守ノと117いて送／Jたし、全てのことに、この点を心得なければならない〕

【仕】

①掛府将軍が持つ直轄地、即ち大領を支配し、年貢の1甘納と司法などの民政を

預かった地力苫

③「郡守」は、郡（地ノJ寺J政区画の　つで）の良。

16．服飾

家老たちがノこ†、ンのノ洋服を着日1するようになったのは、】711年（【「徳元）から

始まったく　これにはそれなりの矧11があるので／卜後は替えないようにすればよ

い。

17．「官」に対する認識違い

1682年（大和2）の通有1仙】の机、先例にしたがい川帰〕に通信使の便番を送っ

たことがあった〕その時、　使（11僅・副使・軋甘出　が僅番に「何の′洋であ
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るかり」と尋ねた。すると、その佗番は「日本では等相・侍従・諸大夫と言っ

て、京都の削延で任命したものだけを‘官’と言うのを知っているだけです。

申ドHつ朝鮮で‘官’と言う時のように、それが本来、現職を指すという認識は

ありません′　したがって、（そのような規準から見ると、先の便番は）官職の

ない人物である」と適詞が答えた。すると、＿使は「鶉腑相中の禄を唄らい務

める人を加′打というのは不忠議なことである」と喜いながら疑ったとのことで

ある。

それで、171け　肝徳元）こと】719年（封呆4）与の通信使の崎は、「もし棚鮮

側で‘官’を嶽ねれは、その職責を答えよ」と、通詞に棟んだn辿ィ。便の訪日

の時たけでなく、対局の人が送僕や余官として糾鮮に渡る時も朝鮮側は口本の

便イ・一に必ず「あなた小は国で何の職貢であったのかり」と甜ねてくる（ノそんな

時は、滞庁で職Hを預かっている人ならば、その職工沌答え、その外、警備を

預か／）ている人ならは、宿衛官だと答えるように通詞たちに頼んだことがある√，

十以Iの職貢を‘打　と言い、上以卜の附ほ‘役，と言い、昔は、そのF

分が日本にも明らかにあった。ところで、武家の支配が始ま／Jた後からは・ノ冒

’と言わねはならない人も‘役’だと呼ぶようになったのである。

【H】

1）第7次棚羊通信使のことr，この時の1Ⅰ▲便はダ址完、副使は李彦飼、従事官は

f卜慶俊であり、徳川将軍綱ナr襲職の祝賀が目的であった。

・暑第8次捌鮮通信仕のこと。．この時の∫E任は越泰位、副使は什守幹、従事官

は李邦彦であり、徳川将軍家宣鶴職の祝賀が目的であった。

〔う）弟9次朝鮮通信使のこと。

18．度の献上を巡る問題

将来、通信使が日本に来る峠、最も慶慮されるのは鷹に関することで、詳し

いことは亨保守関目7相）－の刷。便の。L掛二日ている。この唱の訳官たちが

中間で行な一〕た子Jわカ明らかに記されているので、早保信便の例を朝鮮側に掟

示すれば■J【なきことである（町二l喝しては、なにとそ事前に掛凧二報告しなけ
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ればならないが、あるがまま一報告してこそ事が運ぶので、これ以【のことはな

い。ところで、そうしないで鵬を調達して幕府に調達しなけれはならない問題

は巽なる。即ち、鶴は隼きているものであるから、もちろん、軸鮮側から余分

にもっと持って来るでしょうが、遠ノノより来る途中、鷹が宗純するとか柄にな

り、括ててしまえばどうなるか？だからこの度、鷹を茄府側に伝達しますが、

別帖2■には一告かないでおきますから、そのように知／Jてほしいとrめ老中jに

知らせ、鷹だけ届けることができれば必ず先の規定とお旧跡幅に記範しなけれ

ばならないことではないかつ鷹を献じなければならない時になって、とんなこ

とがあろうと　措置が取られましょうから／トは二二に記賊しないでおく。

【仕】

（手1719年（享保4）、f共致小をll僕とした第9次通信快が派遣されたイ1

（カここでは、胡鮮通信使が幕府胴牒に持参した礼物の占占臼を記した文語一を指すし

反対に掛府将軍が朝鮮llHにh達する礼物の日録も同様に「▼別帖」と称した。

このほか、捌鮮の札曹とか東組付便t釜山命他と対局烏lとの間に交換され

た礼物日録についても別帖の川語を川いた‖　股的に、別幅は朝鮮と日本と

の閲係のように、交隣関係にある同家と集lJ」との冊で交換される礼物を指す

時に使用された　則畔と小国のように■け人世日系にある場合は「ノJ物未」なと

の用語が用いられた

・③江戸甜府の将‘附二lh属し、政接を統怖していた晶府の最高職で、定員は4～

5名がH番で交替勤務した＝

19．朝鮮との交渉における記鋸の重要性

Il徳■■とや保年間の通イリ佳子」の「rい二は、捌鮮側と正要な論談があるたびに必

ず佐役＝が相談に加わったので、佐投はその論談の】ノ」谷を。半しく加／Jている。

それでその後の記録を作成される際、和解人との論談の・いて重■貴な事J則こつい

ては佐役に・ユ兄を提出させ記£封二Eき入れた。

天和年関　目6H2）の。J録小には刺鮮〕射∩他がrlP城までjt復しながら各地域

でとんな接待を受けたのかについて詳しく記されているが、捌鮮側と西丸1に

－79－



両森常闇l若r交隣捉軌（規代託釈）－その3（呉）

て論議された徳松君イに対する拝礼拒否をはじめ重要な議論については記録が

ひとつもない。

これでは後日、伝使力の官吏たちの職務に何らかの助けとなる記録とはなら

ない。これらの信任の招碑の時には、重要な協商に参加する人に書記二、‾二人

をイ・Jけ、朝鮮側との論議内容を正しく文刑ヒし、記録作成の際には、その記事

を漁ィ、Jできるようにすればよかろうと思う。ili札が■にだけ記録を負わせれば、

日本に関連した記録も多いのに、通信使と重要な論議をする時には直接参加で

きない。また、そのたびにィ。佗不才】から論日義さされた内容を開こうと思っても、

御用が複雑でなかなかそこまで手が及ばない。したがって、毎度、協l削二参加

する許が直接吾記を携えて詳しく喜き付けておく必要がある。

【注】

乃171川　川徳山、趨泰億を」l任とした朝鮮通信使が日本に派追された年を

指す′

・②「佐役」とは、軌鮮人役人との論談の際の記録補体役に当たる職責を指す。

「朝鮮ノJ使役」と称した。

・③「にしのまる」ともし，il戸城「本丸」の西部の　郭にあったことからの命名、

江戸城内の将軍の世子の居所。即ち将甲職継承者が持らす場所を指す。今

の上．■居に」たる。

①当時の将軍である徳川綱吉の長イで、1683年に逝ましたLJ

冗対蟻藩藩政の機構の　つであるが、幕府をはじめ他の藩または朝鮮に関わる

■lr伏と文缶　切を取り扱った機構で、文吾を保管した金雄を所有していた′）

20．朝鮮通信使帰国時の朝鮮側通詞の答礼状虚偽作成の理由

天利の割鮮通信佗・行が帰虻ける時、「榊府から丁市な接待を受け感謝しま

す」との主旨の三化の⊥侶沌をを札馬藩七に送ィ、Jすれば、対艮藩日がそれを「園府

将甲に侵、えます」とl々官を通じて交渉した。その時の詩筒が作成されたいき

さつが天和の通信使の時の記録にありまする。その．1晒Jの文体を見ますと、三

傍が諾＝いたとは判断し稚く、文鳶は全く日本風であった。　姫的に、R本でも
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人名】の使者で派遣され、楼待づれた時には、事を終え帰った後、接待を・乏

けた側の人名が虹搾謝意を表すとか、または、家老が相手力の家老に謝意を哀

したりする。しかし、使者がl］ら自身のことのように謝意を表したりしない。

まして中国や刺鮭ではさらにそのようなことはありえないので、この苦節を疑

わしく思っていたく、

しかし、これが先例となりl仁徳の適イq憶の時にも1＿々竹を通じて先例どおり

にしてほしいと要求すると、　便は帰国後に処罰されるので苦簡を托すことは

出来ないと遂には拒絶したし，

早保年間にも同じ交渉があったが、二便はそのような吉備はイ∩じられないと

訳官を通じて仁、えてきたし、ノ、和牛冊の昔間をお見せしたのに、とやかく言っ

て納得しなかった。

そうして天和年間の甘酢を棒詔せよ、との命令を伺った結果、同書三も疑わ

しかった。天和年間（1682）では訳官たちの心構えがとうであれ、し」本人の心

を連なでしないようにすることを第　にした頃であ／〕た。（その時、訳宮の）

朴同知という人は、日本の事情もよく知り、こんな茸翰は必要ないと一一日は巴

い出しましたが、対蟻でノ受け入れなかったので、中間で自ら作り三倍の吉輪だ

と指し山した偽作のように見えまする。訳宮たちはこのいきさつを伝え聞き、

また推測も可能なので、‥徳・半保年間に対拭藩から　＿性の書留ほ要求した時、

彼らが伝えたいというが、実際は三僕に伝達しなかったものと思われる′　した

がって、このようにrl戸幕府に対し、ほんの礼俵tにと小当な要求をするのは

几来よくないことである

【注】

①7l＿P時代、将軍のLh参で地ノバこて加わ　ヵィー以卜の舗地を流した武士で、

掛府将軍に奉公の義務を負う代わり、白身の識阿（藩）に対する支配を認め

られていた。rTp咋l川、260～270名に達する人名家が／J在した〔〕

・②「l祁1」とは、朝鮮が日本に送った．キ酌に用いた銅〔l」。
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21．朝鮮人送還手続きを巡る両国の理解と相違

大和（1682）通ィ。佗来日の崎、札馴二漂流した朝鮮船舶や漂流民を他の船舶

に兼帯して送還するように定まった時、破船して溺死者が発生した場合には、

刈馬の使者が派遣されるべきものと真文】■を送り則鮮に知らせたことがあっ

た。ところがその後、秋山研右衛門2■が派遣された時から錯誤が斗じ始め、対

ヒーブでは約束とおり行／Jたと言うが、朝鮮では的条に食い違うことがたびたび起

こったrこれに閲しては訳官たちがいろいろと弁明を並び立て混乱させたので、

りく将があかなかった。それで、私、雨森東五郎がいち早くこのことを疑い、

先にl■㌔文が作成した書簡を訳官たちが中間で手にしながら糾延に伝達しないの

ではないかと考えた。朝鮮朝廷から靭鮮人の対局への漂着のイ′丁に関し、兼帯送

還するように交渉して来いとの命令を受け、仝くその通い斉ませてきた、と彼

らが帰国して朝廷に報告すれば、彼日身はもちろん功を立てたことになり、状

況がよろしかろうと思う。

ところで、破船殉命の場合には、対馬から使者を派遣することで事を済ませ

て来た、と言えば事の状況がよくない。また、破船殉命が毎回起こるのでもな

い。もし、そんな場合になればその那度とうにかなるだろう、と思い、さきの

甘契を提出しないで保睾Lえたとも考える。そんな矢先、享保（1719）通信使

が江戸に先宣つ机に破船殉命が牛じた場合には使者を派遣させることを約束し

たという話を聞きつけた。だとすれば、その時、作成したという酎・ほ見たい

と∩うので苦付を送／）た。

天和年間に、訳宮たちが（まさにその時に）提出したものだとすれば、右の

畑1㌢は軌鮮にもあったはずであるから確認してみたいとは言えないはずであ

る，にもかかわらず、このように要求するのは天和年間に、結局、捉山しない

のではないか、と、なお不酎二思われた。ところで最近、朝鮮の書物を見たと

ころ、丁伐（1682）の通信使の時、漂船が漂着すれば、ノL送化誉便に服汁JL送

還すべきことを的条したという覚書があ／た。ところが、破船殉命の件に関し

ては記滅がなか一）たので、この時になってはじめて、訳ノH■たちが天和年間にイ】

の蕾契を確かに■l■問で保有しておきながら、それを軌廷に提出しなかったこと
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をはっきりと知ることになった．J

9保の通信使‥行の崎∴　鷹に関して、私、某五郎が韓姦知に、「この度は、

このように取り繕い済ませておきますが、将来、通信使の紺碑の折は必ず前例

に違うことや問題がある賃である。そんな時にはとうしますかつ」と、尋ねる

と、「その鴨まで我々が年きているのでもないので、その時になれはとうにで

もなりましょう」と、何でもないように返答した　人朴通信性　わの時の訳官

たちもイーの韓愈知のような心術えであったと【且われる、、こんなこともあって対

馬では明らかに約束を済ませたものと知っても、これはひょっとして、訳官た

ちが中間でしでかしたことではないか。だとすれは、わさと議論しても、むし

ろ事が失敗するのではないか、と毎回、小が危ぶまれる場合が多い。だから、

事の前後をよく考え、判断し、全てのことを慌てないようにしなければならな

い。

7、和イ目礼　対馬に漂流した朝鮮人を兼備し送還されたのは、二のことがうま

く処理されれば、狐と弾の皮の価格か卜がるように斡旋してやる、とこいなが

ら、「々官1■が裁判を取りl「め、他の筋を通じて明らかにU占してきたので、そ

の通り定めたのであ／」た。しかしその後、狐と狸の皮の価格には、純絹、何の

変化もなかった。これはまた、後日のために加っておかねはならないことであ

る。

【注】

む「真文」とは、漢文で作成された史書のことを指す。

〔牟秋‥卜析イー衛門は、1醐7イ†（元禄川）1（川、破船殉命船化として勒絆に派遣さ

れ、接待された。朝鮮側の奈川二は藤貞垂と。」録されている。

蔓第　次軌鮮通イi一便び）こと。

郵「卜々官」とは、l‾堂上H＿」のことで、胡鮮時代、古殿に登ることを封され

たIl一品以lの官僚。本文では、堂上訳′洋を指すと県われる＝

22．通信使招曙時の接待経費の問題

正徳年間には、通信使を接待する人名が提イjt▼亘る人夫と鳥に余絹があり何ら
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不便がなかった。これは天和年間でも同様であった。ところが享保年間になり、

通イロイ則二提供する人夫と蟻などが請負形式に変わり、甚だ不便をきたした。そ

のため、日本に対する評判もよくなかった、将来、通信使を拙くHい二は、大雄い

止徳通信使の時に従って御川命くださるよう予め幕暗に報告しなければならな

い′J

【注】

：1）1709年1月、将軍綱こ－げ死去し、継いで6代将市として家玉が襲職した後、

新井′石が将甲家宣に近侍、豊川されユ711年（止徳）L年）に、rl右の建云削二

より朝鮮通信使晒礼の改中‾がなされた。同年5月、芳洲はこの改革を伝える

什務を帯びて朝鮮に派遣された。l′用の建議と改革手張は、日射連日二の称号

改革、通信使接待班用の格下げの画策、江戸城での御三家列枠J不可の問題な

とであった。軋】712咋10月、家宣が死去、第7代将軍として家継が継〈、が、

1716年（享保元牛）8歳にて死去することにより吉；六が8代将帯に襲吼LH

心は罷免された．Jそして翌年（1717）、朝鮮通信使の順礼が大和の礼に展さ

れた。同で†一8ノ」、芳洲は江戸藩邸に赴き30石、増された。囚みに、l′伯は1725

斗5日、69嵐にて死去した。

23．通信使帰国の際の船出問題

日本の船と朝鮮の肺ま、その機能が異なる。日本船が日日托しにくい人候でも

糾鮮の船は軽快に出航できるので、我がノJでは船出しにくい天候だと聞いても、

捌鮮側の船長は「笑に出航しやすい天候でこざる」と「一つて、いつも差がつく。

だから日本の船と晰鮮の船が異なることを予め勅鮮側に理研させなければなら

ない。そのl、藩士が旅行中に、船中や迫・l・に逗留することになれば、相手側

は幕府から何か代価を望むためだと記録してしまう。それは、止徳の通信使の

時の訳7㌢も享裸の通信使の時の訳′がも皆そうであった′

それで「船出できるRにもかかわらず、わさと逗留する」との疑いがあるこ

とをよく知っておかねはならない。
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【注】

ロ171日1（正徳元）に適イrミ佗に随子‾＝ハ　派遣　れた訳官は、l＿々官の払1机集を

はじめ、上判事、次十判事、押物判事、′ト通草を合わせ20幸一であった。

②171殉（卓二保4）に適イロ便に随行し、派遣された訳官は、上々′呂、押物判事、

小判事を合わせ21㌢．であった∩

24．通信使と対馬の風儀の違い

一体、三便の心構えはいつも日本に抑制されないでおこう、とするように見

える。しかし、　度も抑制されたことがない。日本と捌鮮の風儀（風習）に違

いがあって、朝鮮の考えでは日本に合わない点があるので、両l司問に何かよい

ようにしょうとの趣旨で意見を提出したものである。昔の言葉にも「化従俗礼

従宜し（使けは相手の風俗に従い、礼は道理に従う）」と言いましたから、朝

鮮の国柄に従うのは格別なことである「、その外、当ノJで不す13兄を通信使　一行

がよく聞き入れられるよう丁半に対しなけれはならない′

【化】

O「使徒俗礼従正」の6字は、本賓料では漢文調で夫「．己されている。

25．通信使の招碑の際に揮毒を申し出る問題

通信使を招潤した机、旅の途小、JJIき物　購量）を禁‥　したのは人和牛「閏に

始まったもので、天和年間の。．己録に詳しく、元来、我々が要請し、幕府がその

ようにしたのである′ノ

′華談なとを妄りにすれはし軒下を漏らすおそれがあるからである。禁‥一したこ

とには訳があるが、抑一也してやることまで禁止するのは無珊なことで、守られ

もしないので重ねて禁別しても無雑なことであるrノ　また、通信使が来れば力々

から梓売してくれるようにと帖まれ、家老に申し出て、イ1力なく一一つずつ頼ま

れる。．この抑七を作成することで、イり使の部屋は特に騒々しく、他の川霧の妨

筈となることも甚だ多か／つた。
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将来、通信使が来て、揮亮の栢みがあれば額字の場合は一、二枚、一一枚の唐

紙計に古くとすれば二枚か六枚、屏風用でなければ決して娘みを開いてはなら

ない。その・ま味を適詞規に知らせ、通信使一行に用紙を送った者に限り作成し

てやるようにしなければならず、家老たちに揮題の作成に関わらないようにし

なけれはならない。この種を作成のために、通信使　行のいる部犀はとても慌

しい。特に、享保年間に、亀Jl壱岐守よりは長持ち一竿に表出ちした唐紙をた

くさん入れ、撞竜を作戊してくれるように所望した。そのため通信使一子了が刈

鵜に眠る道中と舟佃では休まないで作成したが終えることが出来ないはとで

あった。おそらく対馬藩士たちが各自願い出たものもその中には温さっており、

そのように多くの分声一になったものと思われる。何らの利益もならないこと

で、その胤二家老たちにも迷惑をかけ、また官吏たちも事をなせないようにす

るので、これは－一休どうしたことか、と思う。

【注】

爪相や竹の繊維で作った紙で、主に苦画を作成する時に川いたり

26．通信使に対する詩文の請託

詩と文章は、賢文役】■以外の他の人を通じて請託することがないように出く

指′J、しておかねばならない‖他の人を通じて請託すればよくないことが大変多

いからである。

【注】

こり適イ封吏▲子Jが江戸を往復する崎、通信使一行に随行した札覧藩の儒学者とし

て灘詩文に明るかった。なお、真文とは、漢文のことり

27．京都における大仏参観の拒否

通信使一仙二人仏■■に宣ち寄るように、以前は㌣め朝鮮側に知らせておいた

が：、これからはそんなことがないようにしなければならない。その軌lIは、

享保の通信使（1719）の記録に詳しく出ている。
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明暦年間1に、日本側が通信使　一行に刈し、日光1に参拝するようにしたの

は廟堂の車旋さを見せるためのものであることは分る。大仏に、■／ち寄るように

した訳は　つ考えられる。　つは、日本に珍しい人仏かあることを知らせよう

とのことであり、二つRは、耳塚桟通信使一行に札せることにより日本の「武

威」を表現しようとのことであると考えられる。

しかし、それは極めて安易な考えであ／Jた∧　嚇制は倹約を重視したので、

利に朱色に塗るか、垂イJ二別んだりするのは『春秋』‘∵でも非難されたことな

ので、斬制の華美に糾鮮人たちが感目薬するはずがないr　仏の功徳は廟制の人小

にあるのではないので、荘重な！賃を粥やし、鱗益な人仏を築くのは人の嘲

りを一受けるものである。

また、耳塚を見ても、それは豊持家がγ丁分丁のない師を起こし、両回の多

数の人民を殺害したのである〕したがって、耳塚への訪日りはその暴虐さを丑ね

で錆にするもので、そのいずれも日本の隕批さを長すのに何の役にもならず、

かえって虹学、虹常．．奴を表すものである。Ir徳年「瑚（1711）の通イ［便一　行㍗が

人仏に、’／ち寄った机、耳塚を隠しておいて見せないことがあったか、宇保年間

（1719）にもそのような先例を／声げ捌鮮人に見せなか／〕た、という。これは、

実に徳に溢れることであったと言わねはならない。この占もかねてから新井筑

後の太守に真舌を伝え、互いに心が通じ合ったので隠すことができなかったの

であるし　刊、古がこうでありますから、購来また通信使が参りましても京都宿泊

と大仏参観を慎まねはならない。長旅が始まるかもしれないので、以前（享保

年間）から京都で休］を取るようにせよ、とのお達しがあった√、これは、川船

ですくに行けば軒理がありはしないかとの理由があろうが、率い湖水q■は日本

の碓景であるので、そこに楕朴すれば通信使　行も喜ぶはずである。だから可

能ならば、‘高観賓’を通信使　jJの宿所に定め、入澤で二日ほと休息できる

ようにしなければなれない。

享保年間（1719）に、「京都を、箇糾引こ暫らく休む場所にせよ」と、幕府

将甲から指示が下り、予め朝鮮側に、その意を信連した。ところで、一任が病

を日実に　し大仏参観を拝んだので日むを得ずH　にな一　たノ　京都に留まること

になった。京都で暫らく休一日、しながら■■、大仏を参観する†lについては朝鮮の
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訳官たちが那（漠陽）に知らせなかったものと見える。

【注】

n豊け秀吉の命に従い、1586年に制作された高さ18mの坐像大仏で、京都方広

寺に安拝されたもの‖159研一の地宗で破壊された後、何度かに【1って制作さ

れた。

②通ィ。便の調臆における人仏参観は、1617年、伏見において、第二代徳川将軍

である秀忠に会い、儀礼彼に、大仏前で幕府の銅賞があったことに始まる。

そして、1634年には、江戸城での儀礼を終え帰路の時、対鵠藩十の踊晒宜が

大仏前であったが、この時から岐路の一行事と位置づけられた。

・③1655年（明暦元）、趨桁をjl伐として派遣された第6次乙末通信使一一行を

指す。

④R光にある東照白のことで、徳川家康を祭った神社を指す。

⑤京都の豊【耶中社付近の方広寺にある墓地を指す。「文禄・慶長の役」の戦に

参加した日本の人幸一たちが殺害した朝鮮の軍人たちの耳をり川取り埋葬した

が、実際は、耳ではなく鼻を切り取り持ってきたので、「鼻塚」とLなけれ

ばならないとの主張もある。元来は、首を切り取らねばならなかったが、朝

鮮からの多数の持参となると重いので、鼻を塩紬ナにして運搬し、白身の戦

功の証拠にした。

⑥儒教の経典である五経の一つとしての『春秋』を指すものと考えられる。こ

の菩物は春秋時代の角の国の帽公から衰公時代までの十一公の242イ巨閏に出

る宮廷咋代記であるが、孔子の歴史意．激が反映されている。したが／つて単純

な歴史鳥ではなく、事件や人物が孔子の礼と名分を剰見する政治理念のもと、

批判され、評価された大義名分を披（歴した語物だと言える。

逝名分とは、道徳上、身分に伴って必ず守るべき本分。即ち州二対するけとし

ての本分。

⑥1711年（l徹元）の第8次朝鮮通信使　子J〔

・⑨滋賀県大津近くの琵琶湖を指す。

⑲1719年の通信使慄　行は、大津の本k寺で　泊したことがある。

碓171粥の通信使一一行の岐路の折、大津に滞暦日ノたが、京都人仏の参観の連絡
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を受けた通信使一行は「朝鮮の腎、讐である豊臣奔∴が建てた寺院に参観する

ことはできない」と「巨つて、これを4llむした。これに対馬藩と幕府側が通信

他　行を説得するためのノバ」、を拍車し、通信使側に参観を要求したが、通信

側が継続して拒否する間に、R群に手違いが／Ⅰじ、結局、予定になかった京

都の本能封二宿泊することになった。

28．朝鮮人と日本人の認識違い

天和年間　り682）にあったことである。（通信使　行が通過する）日本の道

路周辺の街路樹がみな八木であるのに、枝葉がⅢ悔したことがないのを見た　一

位が、「法令の巌粛なためであろう」と言いながら、特に感心した。

日光の人仏を通信使一子Jに見せつけることによって、その雄壮さと草炭さを

過視できると考えたが、それに感雌もせず、むしろ日本人たちが思いもよらな

かった街路樹に通イ［便　行が感嘆したことを考える時、これはまた、R本と朝

鮮が禿視する価値がどこにあるのか、その通いを知らねばならない，

止徳年間には、道中の乞食をことことく追い出してよかったが、享保年間に

は、旨人と比丘尼1たちまで俳糾し、見Aしいことであ／〕た－，これはまた、次

の通イ∩任の時は、予め幕府に申しあげなければならないことである。

【注】

①比丘尼は、江い日射い二足の姿で売色した1、級の私弧，

29．通信使応接の際の儀典問題

享保年肌の通倍伐に随行した護衛甲艦が乗馬しないのはどうしてか分らない

が、それ以外の【官たちを鰐射出二乗せたのは、彼ら白身のためにもよく、接待

を担う日本の大γ．たちも現川を節約できることでもあるので、訳官たちと和談

し締まねばならないことであれは、幕府にlりlLなければならないことを知ら

ねばならない。しかし、確かに中がなるかならないか分らないので、決定づけ

ることはできないと裁判に伝達した「．
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ところで、裁判がうっかり忘れ、訳官たちに知らせず、すでに各藩に指示が

下り、馬の割り当てが完／したひょうしに連絡が遅れ、その措置までは及ばな

かった′、これからはどうか護衛する人以外には得亀にすればよかろうと′思う。

享保井間に、書記たちが乗らねばならない駕徒を、軍官たちの中には甘記を押

しのけ来る弗がたまにいた。将来来る通信使の時には、軍下たちも軒三弘に乗

るプL規があるので、必ず駕寵を願うことがあろう、と思う。

30．朝鮮側の訳官に対する取扱い

訳了には格別に恩賜を厚くし、対馬のお陰がなければ身が昔ち繹ないと考え

るようにしておかねはならない。幕府に刈することに喩えれは、老中のこ用人

（補体役）を格別に配慮するのと同じ心構えを持たねばならす、訳官たちが刈

蟻を疎かに考えてはならない。将来、これが常例にならないよう処置するこ

とが締めて重要である（，参判便が渡海する時、木綿を受け取るのは、最初は特

別な恩賜であったが、今は常例のようになった。それではよくないと考える。

1－■純▲の時、こちらI」本側から要請したことが、永い間、因が明かない、と

訳円の中の李判事という日本人と内通した者が「私を東栄府性の前でさんさん

叱っては、l蔓りなさい。そうすればこのことが終わりましょう」と告うので、

その通りしたところ、果たしてこの事の将があさましたく　訳宵の身でそのよう

な話をする筈がないが、その時までは戦乱2ノ縁に拘っていた威勢のために、何

事につけ日本人の暴迎l′を怖れる気が強かった。それで侮辱されてもこのこと

をいく決着をつけ、一一時の苦雉を免れようと考えたのが、そのような忠溝をし

た四川lの　つであった。

また、その時までは両売の次節も相手力（朝鮮人）やこちらの人（日本人）

や皆が、／㌢と違い、日本人たちのために活動すれば、その人にも利となるとこ

ろがあったので利子封二日を掛ける心もあった。「戚脅利誘3■（力で威脅し、利

絹で誘う）」、この二つの珊由のせいで、先のようなrノ」適をするに至ったのであ

る′　この外にもこれと似たことがその時まである程度あったので、季刊事一人

たけではなかった。今は、余勢もなく、活動しても別段、利益を考えることも
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ないので、判事の心遣いが昔Uとは人きく異なるので‥恩賜するところに格別

気を便わねはならない。特に、商売で商人と親しみ、択宮たちを疎んじるよう

ならば、隣交に必ず支障が／Iじるのでよく考えてみることである。近来、誰か

下位の小役人の小に、昔のノ」法を伝え闘き、東某府僕のHi」で訳官の腎をとっつ

かまえるや、訳ノじたちが憤怒するあまり、遂にことが破人．ほ迎えたという。こ

れは、よく言う昔のヤりんを分かちえず、鼎占と時勢をF別できない誤った考

えである、

【仕】

①167叫に、倭鯨を革梁に遷した後、それ以前の巾毛捕倭鮒を■l■鮒、草梁倭純

を新鮮と称したn

（カ「文禄・慶長の役」を指すし、

卓）「成否押」誘」の∫1了は、本が料では漢文調で表1．」されている、

31．送健の所務

対鮎藩の時勢がよくないので、軌鮮に送る送仕を扉用したのはすでに‾度に

もなるe　今後またこのようなことがないとは言い・稚い目　送他か朝鮮からもらっ

てくる所務（支給物）を藩の倉仲に入れてあるが、これは藩の利晶になるよう

に見える。しかしノし来、対鵜藩lの那卜に糊畔が支給した穀物旦とを藩に収納

するようにするのは道坪に合わないのみならず、州鮮人もよいとは考えておら

ず、蒲上たちの難儀も深刻となることはもちろんである　11帖は、それが肋け

となるように見えても絆刷まためにならない。これを人々が分らないのは、い

くら脚菓しても足らないので、もしそのようなことをするように進言する人が

おればlから叱llLLなければならない

32．「文禄・慶長の役」後の日本の武力に対する朝鮮の警戒

倭純がU t輔にあった頃（llr鮒の時分）までは、豊け秀．「，の榊鮮侵略による

余勢が残っていた　そのため、どんなことでも糾鮮人に福岬を押し付ければ、
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訳官たちは彼らの立場が雉儀になったあげく、（両国の川J間で、事が何であれ、

よい結果をまねくよう取り稚い、ならぬこともなるようにした。そうして人々

は「以強狼脚酎（狼のことく暴虐に吠え立て刷捜させる）」ことこそ朝鮮を

制御しうる最もよい万法だと心得ていた。

倭館を草梁に遁してからは余勢もだんだん薄くなり、わさとけちをつけたり、

無理に押さえつけて、事をなすことも叶わぬ形勢となった。しかし人々は、余

勢が弱まったことが分らないまま、対梅の対処力法がよくないためたと考えて

いるU「対馬の†′【」2■までは威力と恐喝を使ってでも」こちら（対馬）の十

張を昆徹しなければならないとの雰閃気であったが、七年間に百り交渉しても

そんなことは通じないはかりか、むしろ対馬の評判に文附があるとのことで形

勢が変わった－　それで、最近三十年前（1700年頃）からは先のような風潮も消

え、今はまずまずの対処のありさまである。

しかし、捌鮮人の才能と知恵は日本人の及ぶところではない。だから将来小・J

動二つけ、刈処力法がよくなければ、世人の言う「某氏の木ノJ」の甜いのよう

に、こちらとあちらの立場が運転するおそれがある。だからこの∴封二注意しな

ければならない。川、弄l年前までは、日本人が刀を抜けば、軌鮮人が恐膿逃

奔」（恐れ懐き逃走）した。ところで、もうl四、五年ほとも経ったであろ

うかし　炭薪を取りに行った輩を朝鮮の軍官の中の　一人が刀を振りかさし、追い

散らした骨がいた。「履霜堅氷至箱■i（霜を踏んでこそ、堅い氷に1つる）」と言

うのは、まさにこのようなことを指して称するのである。だから′l此窟深い人な

らは、将来起こることに対して熟考しなければならない。

【注】
′11「以強狼岨勝」の5字は、本資料では漢文調で表記されている。

④1693年（元禄6）、束菜府の亡父ノ友龍福の置陵鳥渡油を契機に、H本人が鬱

陵島（竹良）油域で糾鮮人の漁業を禁Il Lた判′】を指すく　この事什を契機に

置陵出の隷属および漁業柿を巡る両国澗Ⅵ是非があ一Jたが、1697年に徳川幕

府が日本人の欝陵島の渡油および魚漂‘．1劫を禁止することにより事件は　段

落した。

l大lみに、安祉佃は東栄府出身の漁人であったが、1棉純一、朴於屯とともに
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鬱陵畠に出漁したが、日本入漁大に鳥根県所属のl相日に拉致され帰l司の途中、

対馬烏寸から幕府の命令だと∩つて制鮮人の出漁を禁目してほしいとの要請

一昔を携えてきた。その後の1696勺、再び10余命の漁」、と㍍陵烏に侶漁、つい

に漁労中の日本の漁船を発見し、松島（uljち独島＝竹島）に臓判官佃させた

後、軌鮮淘域に入り、そこで漁をし、侵犯した事実を間口したr）その後、鬱

陵、十日目両島の監税と自称して島根し【．tの伯苔州にイ」き藩主に犯境の可美を抗

議、枚罪を受け喘l正した。望一イ1、徳川辟府は対馬烏千を通じて公式に日本の

出演禁‥を涌；一1してきた‖　〈Ⅶ：j、実録」を参照〉

③「恐惜逃奔」の十十は、本資利では漢文調で左記されているし

④「履霜堅氷老舗」の57は、本飛料では漢文調で衣記されている。この用語

の表規は、何里であれ、人事†′【か起こる前に、すでにある兆候が規れるもの

だ、との一法で、そのような兆候が現れるのをよく察し、事前に対策をたてな

けれはならないことを強調したもの。

33．「敵国」という用語の意味

■fl束の剛師の．1‡物を見ると、「敵l可」という文．－がある。「敵l札　とは、‘互

いに礼で対する相手ト1（対礼のl机・を意、昧する’ものである。ところで、人は

これを分からず、‘（このように）誠古を以って隣交関係を紬びながらも、朝

鮮では／㌢でもIll怨を忘れず、日本を敵国と記蔵する’と（日本人は）考えてい

る∩　また、動畔が‘紙幣が朝鮮のために泡腋を防禦している’と．当いたとして

「対馬者軌鮮力牒湖」札引　軌蝉の徳川である）という計をこちら（日本）

の古物でむ記載している。この藩扉とは、家来が千人に対して（白身を）称す

る言葉なのに、これが分からない人がいる（，

このようなことは、哉ら学問的嘉義の足らない人には今もありうることで、

その弊害を避けがたい（文字をきちんと理解しなくては†′り断もそれに応じてす

るしかないものである‖とにかく対鵜は他の藩とは乎情がたいへん異なるので、

学問的才能の勝れた人を確保できなければ、いくら．1戊を尽くすとしても隣交の

条坤を射ち、ンてがたいと考える＝　したがってノア講のある人を巾二川するのはとて
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も大切なことである。

34．倭館で消費する炭薪を米穀の代わりに支給する問題

倭舘に人′Jてくる炭と薪の一一年間の消禦～－：一指言旧し、その分を米で入れよう

とする問題で、訳宮たちが秘薔裏に「水夫■1仙人）たちと相談したところ、

宜しい事と111す者がおりました。倭餌ではいつも恍う炭薪は毎年水夫たちに

切一）て、持一）て来るようにしておりますので、米の代わりにもらうのが利益と

なるよいことだという人もいる。しかし、定められた年条侮年恒例）の緋作

米さえも未収で残す朝鮮人なので、炭薪の代わりに米でもらうことはなんら関

越なかろうとはこいがたい、その卜、年条の耕作米の叫二は、炭薪の代わりに、

と言いながら入ってくることがあれば、結局はよからぬことになるだろうから、

先のことは粕川1卜めた。

炭薪の代わりに米をくれる代米問題は、朝鮮側では少しも滞りなく米を送り

脚ナてくれるとしても甚だ不快である。なぜなら、今までは倭餌で、肝、ト裁

判・送便・横目2なと、臨時の送使たちが炭薪を充分使っており、残ったもの

は倭紬二居留する他の者たちにまで行き渡るほと充分にもらった。ところで、

」からいくらずつと定めて炭薪が支給される場合には、間違いなく、その数量

に対する基準が定まるものである。したがって、文茸上からは上出来のように

見えても、実際、これを執行する場合には、倭館に居留する日本人たちが非常

にl棚雉をきたすはずであるしその上、毎年支給される炭新の吊は相当なので、

両川の検問所でもこれを点検するところまでは手が及ぶ余裕がない。その外、

■1時、考えも及ばなかった不仲な点がいくらでもあるので、分別がか－と丁巨J

ても、このような分別のない場合は二度とないことである。これも眼前の利益

だけを考える時のみで、長捌勺眼目で見た時、よくか－とする点には及はなかっ

たのである′

およそ軸鮮のことに別しては、今まで以1に利益になることがなかろうか、

と考えるのは全てよくない。なにとそ、／㌢のように別条なく継続するようにと

考えねはならないり
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【fi】

郡「水夫」とは、郁†乗りのことであるが、雛役に従ホする普通船員を含み　股

の【1り人を称してU／」たと思われるし

緩〕「横目」とは、梯目付（武家社会で購【一の挙動の検察をし、Jl迫の弾劾を司っ

た者）の略であろうく

35．朝鮮女と対馬男の交好

深見押右裾JFjl■が倭蝕の飽主の崎、倭鮎に朝鮮人火刑一一人を囲っていたこと

が判明した。倭飾側は東栄から支け渡されたいとの催促があり、仕ノJなくその

女を密かに倭蝕外に差し出した、すると、来某府は倭館外でその女を捕らえ検

閲した後、斬門別に処した‖　そして倭飽側に刈しては、只体的に犯人の才．を挙

げ、軌無人女と姦淫した日本人を差し出すようにと婁求したところ、倭館を追

及し聞貴するのは極めて厳しかつた、、しかし、舘1はあれこれと［コいつくろい

ながら会うことを避けた′ノ　そのうち年月が祥ち、ついに犯人をブ†し付さないま

ま事が終わってしま／）た。、【川も、皆の者は館守が事をうまく処理してしまった、

と岩つた、，

七永山年　目708）、掛り抽lごが渡海訳′百～としで対′帰に派遣された時、【JI水一原

七という者が朝鮮人久と効干したので処罰しなけれほならないとの礼暫1■が作

成した悪制を持／」て1【式に知らせに来た〔，これについては、既に深見弾右衛門

の時の訳もあるので、訳Hを叱るとか説得してみた訂．果、かねてよりmき及ん

でいたとおり、／㌢まで靭鮮が札11リ藩を恨んできたのには種々あるが、その小の

つが交射した犯人を差し出さないことであり、もう　つは、倭蝕を新築する

ことであった。朴窺知が云うに、朝鮮朝廷では次の通イ［化の祈、汁ノ・夫にて

幕府を直訴するのかよかろうとの議論が有力なので、もし山人が一便として派

遣される場合には札軋碁が雉快になるたろう、と昌／）た。このようなことを開

かずとも、≠＝二不】卜、事物の長押を考え九は、朝鮮と封′弔藩が隣交を結んでい

る間柄なので、靭畔から樵しく禁じられていることは対局の人たちにもその法

を違わないよう分別しなければならないことである。したが／）て、藩巨の命令
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を守らず、法を犯した者にたいしては靭鮮と同罪に処罰しないとしても、それ

に相当する処罰をしなければならか、。そうして藩庁の判決では、源七を朝鮮

に送致させ、その罪状が明らかになれば、終身流刑に処するであろうとの内容

の蒐召せ訳官に伝達し、訳官が持ってきた舎節は受け取らないのがよかろうと

の結論にな／Jた、、そのとおり施イJL、覚澤たけを伝達し、源七を朝鮮に送致し

たく　ところが訳あって対決はできなかったが、源七は対馬に戻った後、門中の

芙求に従い流配となりm舎に下った。

その後、日絶叫に三傑（ぐが派遣され、私（雨森芳洲）が汀戸まで‾＿使の日

還にlHJ行したのだが、もしかして▲憶が交好問題せ申し山はしないかと考え、

これにふH茄して交粁弔侶二関する記録類を持って行った。ところが案の定、rl

戸を発つための最後の挨拶の頃、やはり三化がィ，の交好ヰ州に関する講を持ち

出した。交好草件をしでかした者に対して、対偶藩が日本人も糾鮮人と小目二刑

に処しなければならないとの返答がない場合は、H戸を発つ時にやり遂げねば

ならない挨拶もいたさないし、幕府に直訴すると、「々官を通じて。舌して来た。

しかし、この問引二ついては予め対応策を予ててきたし、幕府にも非公式に報

仁一しておいたので、次のように返答した。

「イ■の交杵をしでかした犯人は昨年の渡海訳′臼の崖同知に党書を申し渡した

ように、終身流非に処したのであって、朝鮮人と同罪に処するとの返答はしな

かったはずであります。［1本凶の慶事を祝うために来られた二使たちがこのよ

うな些細なことで幕府に郎訴するのはよくないことだと考えられます。しかし、

我々が二僕にそうなさいますな、と忠告すれば、対属の人を擁護しようとの私

心からであろうとの疑いが持たれるかもしれません。それで、お勧めいたしま

せんが、掛府に直訴する気がこきいますればお気に出すままされればよろしく、

その時は、叛が対馬藩を取次きなさってもよく、招待役を引き受けた掛トに顆

り次き役を111されてもよろしゅうこきいます」

これに　便は、結局、1自訴を押し延ばすこともかなわず、その後、対局藩と

青いに合意し、交杵した者に対してすくさま終身流罪との約定を交わすことに

なった。委細は通信使。じき封二記されている。

ところで、んの交渉をした時、対駕の通詞の中の　人が次のような話をした。
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rlJ森淋州著　F交l剃是酎』（現代U江刺）－その3（具）

昨年、lrl水源七を捌鮮にまで送　仙ナなくとも簡単に解決できたものを、則鮮

の事情がよく分からず、その問題凍厳しく扱ったものだと以前はそう考えた，

ところが、今にな／）て考えてみると、そのl桂、そのようにしておかなかったな

らは、この皮は榊違いなく全く身動きできぬはずである。それで、／㌢になって

感心するしかないとのことである

これも時勢を弁えず巾したまま、何時でも押しイ車ナさえすれはよいと考えた

ためである。′トまで惰／兄を允分理解し得虻い人は納得しないであろう。とにか

く義理を詰めず、無印に押し付ければ椚決されると考えるのはこ将凪こし＝J弊害

を招くものである、

【仕】

庄）1688年7Hから16（JOイlまで倭館の灘川を附什した日

常17n8年、ぢ；「17として札し射二派遣された軌、■■】1灘をいう（、

㊦司訳】5完（軌鮮土剛時代、翻訳や適訳事務を一車力rm∴）の倭学訳官をIl使と

して、■／て、対馬に派潰した外交佳子」として、仁に対局藩1▲が㌢】戸参勤を終え

て対馬に尻ったことを射労するために派遣されたため、「閃尾上訳ノ白」とも∩う、

この外、対帰島寺家と抹府将叩家に勅題事がある日1や外交懸案を左結するた

めに渡海したので、これを称して「渡油別田」とも称した‖剛鮮後期は封次

に【一川村一l糾二派1罠さかJ∴

耳嘲闇明代のノ、哲の一　つで、儀礼・外交・教育なとを冨卜った高級官僚r

昔これは、別解から日本に通信使が派遣された1711イ1、日本の止徳ノしイドのこと

なので、Il徳†．，値と称する、

〔¢「三傑」とは、通信使のIl七としての【「使・副性・従弔′吉を指し、1711年の

第8次軌鮮通信使の唱には、冊史として過剰を、占11」性として什′、日宇、従や官

として李邦序が派遣されたい

36．礼下程と別下程

対馬藩のある裁判に朴窺知がHうに、「裁判は日本人と【11しながら、′清一に捌

鮮が干肋けしているので、・粧畔に対しては特別に大切にしなければならないは

－（）7－



杓森J押隠『交隣提酉翫（現代．．告釈）－その3（只）

ずの場合でも、実際はそうなりえない」と言いながら、朝鮮鞘延がこれを不満

に思っていることを話した。すると裁判が、「数判に手助けを与えるのは川を

意味するのか」と、尋ねた。これに朴余知が「毎年、倭租の代官に木綿を何束

つつl渡すのを知らないのか」と述べ笑い話になったことがある〔はたして、

廿は朝鮮から与えるものを裁判たちがlh接受け取っていたが何寺からそうな／J

たのか。代官側から′乏け取り対馬藩の収入としたが、そのl人J訳については知る

すべがないからである。

また、倭館のある余官が朴愈知に言うに、「以前は、倉官ことに礼下桂′■と

いうのがあったが、今は別下程彗執ナで礼「梓がなくなったため、】「＝列どおり

しなけれはなりません」と妄言ったっすると、朴余知が「それは考え違いと言う

ものですし以前は、糾鮮人が別卜程をくれれば日本人がその返礼として礼下帯

というものを与えたのであるが、その後は取りやめることになった。対偶藩は

／㌢までも刷鮮の判執二銀をあたえるのは礼下種の代わりに与一えるものである」

との返答であった。

この外、いま愈官がもらっている地米というのも以前はなかったものであ

るJ朝鮮が送便たちに群捌勺支援をする時、「何々の目的で来た送僕の麹米だ」

と言／」で、代′巳に持ってきた者がいた。代官側は、「海東にも麹米というもの

はないけれとも、とにかく請け取るべき分け前と見えまする」と言いながら、

その時から朝鮮に要請してもらい請け始めたのであるが、それが比に＿＿1年の

常例になった。これは、対馬の役人たちが自分たち白身の利益にしたものと解

せられる「

およそ則鮮に関したことは牛を経るにつれて昔の法式を実／）てい〈が、これ

はn然なことである　したがって朝鮮に閃した業務を取り扱う者はこれを明ら

かに記録しておかなければならない。

【注】

①「木珊・束」とは、木綿7－1元（反）のこと。

・苓珠もともと1丁群とは、削り余のようなもので、対日川日系では「礼下杖」と「別

下程」があった。別1、‾程とは、軌畔に来た日本の使けがR本に帰還する時、

軸鮮が11本の便勘二与える礼物を意味する。礼下杜とは、朝鮮が支給した別

－98－



両森淋州著『交隣堤軌（現代語釈）凡その3（具）

下梓に対してR本のイ吏Ⅰ：iが朝鮮に送ってくる礼物を指す。

37．訳官の人柄の判断

朴貪知■■のことであるが、JLl時、朴同知・安車用lごと同じ事をなしたが、対

蟻藩に役立つと考え、計こ11の中で　＿保と呼ばれた。朴日加はH本人が口を揃え

て称許したし、朴貪知については、人により称賛する者があるかと思えは、ま

たある者は椰ったりした。）L来、朴愈知日ま訳官たちの間でも特別に尊敬される

人物で、若い訳官たちはみだりに話し掛けもしない人品の所有者であった、、

およそ訳官たちの善悪を判断しようとする峠は、剛野の人が－誉丁放し遠慮する

人は行儀が日　しく妥協することのない人と判断すればよく、朝鮮の人がたやす

く親しくし、揺近しやすい人は件質が清和な人と知ればよい。朝鮮の人がとの

ように反応するのかにしたがい、その人物の高い低いを知ることができる。こ

のことは大変重要なことだと口える〔，日本人の議論だけではイ「淵しにくいもの

であるn

【注】

①「余加」とは、愈知中枢府中の鮒的彬で、別鮮時代の年老いた人の閑職で

あった。

・3「回知」とは、捌鮮時代の乍職を持たない老人に刈する敬称‖

38．送使愈官の記録の必要性

送便と象宮が捌鮮から／川次1■を支給される時、鱈と占魚このような品物が

一枚ィ、足しても、役人ともが礼房う■・戸房1と守・うので見苦しい畔があるr，

ノL来、他方に使者として派遣された人は相手方の1使扱いが丁′学であれば応対

が丁重であると思い、相手ノノの取扱いがJ‾芋でなければ止、対が疎かと考える。

（普通は）そう考えるだけで】【め、当力であれこれ詮索するほとのことではな

いのは責うまでもないJ　朝鮮のことについても以【のようであれはよいと巴う

が、朝鮮の風潮は下々の者（末端の王吏）がとりわけ願恥がなく、利を貪ると

－～）9　－



而森其洲著『交隣掟配』（現代語釈）－その3（呉J

ころがあるrJ馳走（雑品支給）の一例を挙げても、朝鮮の朝廷や東菜府は別に

意図がないのに、中間でその数量を減らし物品の質を落としている。だから当

ノノで何も詰問しなければ、ついには事態がはなはだ深刻になるおそれがある。

その時になっていさこきが起こる可能憎も考えられるので、役人ともが才子のこ

とく｛式を踏まえ守うのも肯かれるが、かえってそれなりの訳もある。したがっ

て、これから先、きつく問い詰めることは禁じますが、その他はます今まで子Jつ

てきた通りにしておいてもよかろうと考える。

日本人が党え違いで、昔はそうでなかったのに（朝鮮が）だんだん支給する

品物の質を落としていると推もが口々に言ったりする。ついにそれが事実か事

実でないかについては何をもっても問い詰める根拠もなく、その内容も確かで

ないし，だからこれを朝鮮に知らせ問い詰めることもできない。以前のことはと

うしたらいいか道理もない。

これからは朝鮮の雑物支給が「挙かそうでないかをもって交隣における誠信

を尽くしているか不誠実に対しているかは知るすべがない。このことはまた、

異凶の事情を察する場合の一助となる「、だから送性と愈官の記録に、接待の折

に出される階部の次第も詳しく記しておくようにとの意味で、宝永　二年（1705）

以後、朝鮮に渡海する者は各々記録を作成し、掛二掟＝するように言いつけた。

この件に関して、このノ．十を弁えない人は無用のことを言いつけるように考える

ために、この趣旨を帯きイ」けておくのである。

伸し、送性と針巳として糾鮮に渡油する人は記録を作成せよとの指小に往な

しないで、他人がこれまで記録してきた記録を対照して、自身の記録を作成し

ている＝（そんな訳で）日常の出来事でない特別なことを記録しておかねばな

らないことをむしろ記録していない。以前、（倭舘の）西経に滞留していた書

が火災に遭った町、東莱府から木綿を送ってきた。これは常にあることではな

いので記録しておかねはならないことであった。ところで、先規　に札までの

規定）にそんなことはないとし記赦しなかったために、後日、書き入れるよう

に言いつけた。このようなことはこれからもありえることなので、送伐と愈官

が帰国する時、崇信けの役人の中の　人に記録を吟味するように言いつけ、も

し記録しておかねばならないことを記録しなかった場合、すくさま．雲き込むよ

一日〕0－



雨森欄洲著『交随従倒㍉（現代語釈）－その3（呉）

うに占いつけておくのがよかろうと′思う。

【汗】

∝朝鮮に派遣された使者や倭館に滞留する対馬の者に刺し、糾鮮では彼らが滞

留する間、毎L日章■潤する費川を11供雑物と称して支給した。しかし、毎日、

消費する【冒．物を拉物として号け取る場合、5日分を集めて　一度に支給した。

したがって五Rに　度ずつ受け取るということで、対馬では「五日次」と称

し、軌鮮では「⊥Ll糧鋲」または「山口雑物」と称した。

②生鮮ではない乾魚物を支給した。

③「礼屠」とは、朝鮮時代、承政院と地ノ」の′打手に所属した六房（六典）の　一

つで、礼儀に関する事務を担止1した。

④「戸房」とは、捌鮮時代、承政院と地ノノの‘口げに各々所屈した六房（六典）

のひとつで、JJ捨・利税・穀物なとの「－酎二関連した市布を相当した。

39．朝鮮と日本の「升」の違い

朝鮮の一・1の伶i■j▲を日本側が二升有合で計算するのは勘定所の帳簿卜の比率

で定められている∪　これは、この比率を決出した当時の支門己了■が将来を見通し

て決定した良い考えだと思われる。／「後は対馬の利益を託して肌前の小さな利

益を阿り、もし実際の数量‾とおり吊るよう指示がドれば、実に大きな害をもた

らすのみならず、その間遇が両国に妥結しえないことになろう。したがって、

もしそのような所見を速へる者があれは、叱lrLされねばならない。ましてこの

点は、以前指示のあったことで『晰　†l記録∴卜の飯文にも記しておいたとこ

ろである。

今、倭館内で多くの貪竹をはじめ皆の者が朝鮮の「斗什」を使用するように

なっているr二I五合を、lと称するのは60年間以来の計算上の比率であって、

それが朝鮮斗Jlの実際数最ではないというのを人々が分からなくて、本来、朝

鮮の「J－†」が日本の「ⅠiHl」で　川Hl合に該当すると記憶している。

とんな品物であれ、日本人が朝鮮人から品物を受ける時、事情をよく分から

ない者は　－1の呑韓を「力り†」で一丁l／〔合に相1するとHl算しているが、とう

－」01－－



巾森川帽　交隣壮齢』り見代目吾釈）－その3（付

してそうなのか分からない。それで金属で作った金物は対馬本国から持ってき

て春色竹ん衛門＼3－に指示し、新しい規定によって作られた東莱府の火印が刻ま

れた斗升をもらった。この牛升を複製し、これからは「点升」の使用を中止し、

先の「斗升」をもって倭館にて取引するように支持しなけれほならないと対馬

当局に報告し、そのようにするようにしたものである。

竹右術門に指示し新しく作らせた訳は次さのとおりである。とにかく　恥の

ほかに京丁に升三合をさらに受けるのを朝鮮人たちは「加升」と言う。したがっ

て　檻は煩わしいことがあるはずである。その時は斗升を十五杯に量り受け取

るしかか、。ところで、旨、朝鮮で火印を押した代官プノで川いる斗升は水く紆

ち破孤がひどいので、朝鮮の通訳官と相談し、新規にしようと竹摘門に話し

たところ、意外にも谷射二完成した。後日、証拠のために以前使った．1．い－lJ【

も大切に根い代官側の倉庫に入れておくように言ったことがある。

【注】

（1〕札晦薄日で勘完所を責任官轄していた年寄級の藩十である「勘定支配」を自

称するようである。

②長崎県崩源≠王位牒する長崎県立対馬歴史民俗資料館の㌫家文庫には『附

件党書』（記録類朝鮮力Bl）なる史料があるが、これを指すものと考えら

れる。

③『大ん御′Lb掛奉公張』（対馬歴史民俗資料館宗家文齢　B2によると、購番

Hと49番口に各々春亀竹イ補門と春日亀竹寸．衛門（筏、春日久イ】軌■1と改名）

が出てくる。内者とも日本語の発音はカスガメタケウエモンで同　である

が、各々別人を意味する。先の史料によれば、春亀竹右衛門（父）と春日亀

竹手術評り仁）は父子関係にあったと請う。春亀なる文字の姓を便Hける父、

竹右衛門は、1691年（元禄4）から1733（早保18）の間に活躍し、1735年に

削鮮で死亡したことになっている。料1亀なる文字を使用した息／の竹右衛

門は、1718イ「（享保3）から1763年（′に暦13）にかけて1に活動し、1763年

に死亡したと言う。両者とも対鵜の藩上であった（以上は、韓日閥係史′プ全

編、国学資料院発子Jの音別i二『交隣提軌1－56参照）。

－102－



雨森芳洲署　つ交際甜軌（現代語釈）－その3（呉）

40．億舘での婁享

宴子がある峠は束莱府硬と釜‥】貪僅か揃／Jて艮大日に参席するのか古来から

の礼式である、まして封進（進「）宜席は殿牌所Lにて糾鮮lEH一に対する粛

拝：があるので東莱府と籠‥I鋸吏が参席しなければならない‖にもかかわらず、

近頃やや戊すれは、茶礼と1＿船ノ星の際、靭鮮側では釜山簸佳　人が参席するこ

とで終えようとし、愈ノ汀たちも　力では早く終えようと急くためである。また、

朝鮮側で女給する雑物なとを下子J（乾物）1としてせけ取れは経済的に助けに

なるとの卑しい′思、いから、少ない利益にばかり心掛け、托いたものを′受け取っ

て、ついには捨てようとする√、このようにしては縁日、束莱府は参席しなくな

ることもありうるr　したがって愈ノH■たちに毎度点検し、東射什仕・釜rrl釧使が

jU二参席するようにし、礼式を細常に詰めるように指示しなければならない。

宴？がなく、止むを得ない場合には「珠にれすること」たけにし、下行で取引

するのは小lするように措指せ．講じなければならない。

『捷瞬新批l■を見れば、．1．肝■の時のことだと点け）れるが、「宴掌が繰り広

げられる嶋、束莱府仕と釜山釦僕が礼式どおり夏服二参席したが、ちょうど日

本側のIl宮なとが病気を埋l日に′打席に‖仰，できないと口／Jた。すると、訳官た

ちがいろいろと説きつつ諭してはなだめた」との旬節が見える。

その時までは、日本人が川とかして捌鮮人に無理強いするのがまるで日分た

ちの功を、†てるかのように増えていた様／であったため、いくらでもこんなこ

とがあったと巴われる、ところが近頃になり、東栄両便が宜翠に参漉しなくな一〕

たので、実際は円本側に申し入れた癖がとても多いようで宗の毒なことである′

【ri】

抑「殿脾」とは、十を象徴うる木偶‖「殿」のノナ■を記して地ノノの／H■史の客弁に

納めて凡Ilや上の。延′I Hに拝礼した）

・丑「粛‖」とは、慎んで拝礼すること、

ゆ「下行」の語が2箇所見られるし、東人所蔵本には「†、行」とはせず、「妃物」

と記されているし　なせ「卜行」が「拉物」と【riき抱えられているのか不明で

ある「、

－1りこ仁一



雨森芳洲著『交隣捉酢J（現代語釈）－その3（呉）

④日本語の学習書。十巻十二冊。文禄の役の時、日本に拉致され10年ぶりに釈

放された朝鮮時代の訳官康遇聖が編纂したものを1627年に訳官桂鶴齢が校

11して刊行した。後、1676年に重刊。日本語を平仮名で記録しハングルでの

読み力とな味を付した。

①1678年以前の豆毛浦倭餌を指す。

41．愈官の名代（代理人）問題

金官自身が直接朝鮮に行かないで名代旦を派遣するのは、以前、一【l禁じ

られたものであるが、掛叫二なり、当然、代珊人を送ってほしいとの請願があ

り許諾している。このようなことも対馬に一一定の法式がなくて生じることなの

で気の毒なことである。

【注】

汀）代押入のこと。

42．周急と救質に対する書簡の文句

周急■とか枚災ユと言って、対馬の国が囲った時、朝鮮から米を照るとの

吉簡の文句は、靭肝から人情を施し米を贈るかのように見えるが、実際は対馬

藩の意思を等価に裳請し、そのようになったものである。憐れに思い、救宿し

てくれるように異匡＝こ要請するのは誠に恥ずかしいことである。一卜年前iに

はそのようなことは少しもなかった。これからは再びそのようなことがないよ

うにLなければならない。

【注】

①「周急」とは、急迫した事r副二陥った人を枚粁すること。

②「枚災」とは、災難から救い出すこと。なお、東大所蔵本では救災を「救質」

と記す。

③本質料には「一Iil来」と記す。1700fl頃のことかつ
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43．「礼儀の園」の意味

軌畔を「礼儀の同」だと呼ぶのは、他の夷裾まややもすれば小l耳に背くとこ

ろ、朝鮮は代々藩丁の椿を忘却しなかったため、弔人の礼儀が止しいとの意味

で「礼儀の国」だとのことであ／）て、事ことに礼儀に過った凶と言う馴昧では

ない。したが一Jて、糾鮮人が壁に唾を吐き、人の面前で†弱器】（尿瓶）を使う

のを見て礼儀の回に似合わないというのは「礼儀の閏」という本居をよく押解

できていないことである）

勿論、軌鮮は古式を考え中鞍の礼法を行なうので、他の夷鋏より香れ、LJ本

人が速やかに考え及ばないことも多い。文盲な人を朝鮮ではかえって可笑しく

思うほどであるから、LR本としては）まことに恥ずかしいことである。この

ようなことにも任意しなければならない。

【江】

①「溺器」の「溺」は、小便または小便をすること′　したがって「溺器」とは

「卿瓶」のこと、

44．公作米の未収

日本人が剛師から米をnうことについていえは、1巨相調から　l余年聞、

積もった木収が1日表あまりに及び、解朝出、が見えない。その間に代官が未収

をうまく取り、ンててこ知美をもら／）たこともあるが、反対に、未収が監い通り

に収まらず、事が削邑よく行なわれない場合もあ／jた‖

とにかく未収の敏一巨．十が減らないので、未収有前の区別なく正目から十一月ま

で倭蛮‘占内に入ってくる米の最をIカイlにけり　てH二付し〔りずつ人／〕てくるのか調

へるよう合計拗定所に指示し、計盲1したことがあった。そうしたところ、十イ1

間との年であれ、だいたい一万′■く丁俵以l句で、一万ノ、丁俵以卜になる年は一度

もなかった‖　だからノ刷丈だと言／）で請けと／Jたのは本前をそれだけ減らして受

け取ったのであり、本が」としてせけ取ったのは未収米というのがそれだけ入っ

てこないのである∪むこう（剛鮮）ではいつも　万ノ、十俵を未収米の名目で持／）
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でくるか、本前米と言って持ってくるものに過きないのであった。1方（対馬）

は、これが分からず朝鮮人たちに侮非（篭絡）されたまま批三暮四のうちに年

月を粋てきたのである。商売をしてもこのような心持がなければならない。

ノL来、右で述へた三十年前から日本が丁丑年（1697）、だから今から　一十二

年前、朝鮮虻県人飢饉が発生した頃より始まった。米の買い米を中止し、吉の

ように木綿を入れるよう都から指示が下り、各官が木綿を東莱的に納めるよう

になるにつれ、日本にも（米の代わり）木綿で入れようとしたのであった。し

かし、日本人がこれを受け入れなくなるや、その内訳を都に報仁し、翌年の戊

萌キ（1698）、1用洞株、米で入れるが、前年度の日用分も米で入れてくれ

るよう指／丁、があった。そうして丁寅年、各官より東兼府の倉庫に入れてきた木

綿を、その後、京商（ソウル商人）の安錫微という人が引き請け、米に替えて、

倭鮒二入れるよう東莱府から指示があった。ところが、この安錫微なる人が過

ちを犯し、TTT　一年分の米が入らなくなり、その時からだんだん捌収が井じる

ことになった。右で述べた丁丑年の飢踵のせいで、木綿を名菓より納めさせら

れたところから小条理が牛じ、未収が発生するに至ったことについては当時の

朴余知がすでにR本人に語ったことがある。ところで、朝鮮人が百一）たことだ

と言って、事実か吾か疑わしい人もいるが、二十年来、朝鮮の文割二見える前

後事情を深く考えてみると、やはり朴愈知の話が事実であった。

糾鮮人が言う講は元来虚偽が多いと言うが、その人と事案および情勢をよく

考え、判断しなければ、その真実なことを虚偽と考え、虚偽なことを真実と考

えることになり、虚偽を真実と判断することになり得るので、この点がとても

不要である。

三上年前からの桔もった未収は瀧六郎ん衛門の裁判があった時、東莱帆にIh

接話し、　LLは皆回収されたが、近来再び未収が生じている。注意しなければ

ならないことである。

45．公木から公作米へ

木綿川古来1を米に替えれば公竹米一万ノ、千俵Zになる「、かなり廿には、対
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馬藩が持ってきた看l†7■　摘細浦1のこと）の代価として朗絆から支給される丁白

束（5万5千匹）の木紬を伴八丁【木の長さ四十尺でもらいノ受けたn　ところが、

その後しだいに木綿の質が悪くなり、／川木三仁五日で支給された∩すると刈

馬藩はその中で良賢のものたけを選んで一受け暇り、質の良くない物は受領を拒

んだが、それを「互退」jと称した、そのため両国間に争いが絶えず、刷鮮側

では困難を来たしている‖　天啓甲子（1624）の時には、朝鮮の木花1の山東が

よくなくて、良賢の木綿の調速が子Jなカ）れなか′Jた。それで朝鮮側は何とか

「JlJ】木＿二十日1」榊、11の木細を代官力で請け上作ってくれ札は再ひ木花の作柄

のよくなるのを待ち、l17」々とおり木綿で送り渡づとの】人J容の書簡を朝附則に送

り、事情を訴えたことがある（／】

その時ちょうと、丁日東余りの木柵のうち、川自乗を米に梓えたらどうか、

との相談が的まり、その請のとおり米に伴えてくれれば残りは朝鮮側がりHl

木三十五尺」相当分を支給しても日本側が一受領m吾をいたしませんので便利な

ことだと悦び、糾鮮側は（米で支給する方案を）受け入れるものと想われる。

その時節までは、文禄壕長の役の余勢があって、日本の威勢が強く、また

朝鮮側にはR本への恐れも強く残っていたH、1分であった〔そjLで日本人たちが

ものように木綿の質を巡って日を怒らし，顔を赤らめ、人口をあげ、訳官たち

を叱1するのを、捌鮮側の。闇封二は「入庫咄嗟」と書き記されている。「喝畔」

とは、虎が吠えることを指すが、この文字で日本人の怒りの姿を．1い表すのは

畜生に憶えた悪口吉葉であるが、その時までは、捌糾人はH本人が虎のことく

恐ろしいものと考えていたことをこの文字表規で知ることができる（」そのよう

な時勢であったので、「】本側は門口央の木綿L■の代わりに思木7を受け取るこ

とができたし、煩わしいことも皆なくなったと悦んだ次第である‖

それから比に六†／し九年が過ぎ今では、朝鮮人が乱　し「文禄慶長の役」）後

の日本の余勢もなく、R本人は年々柔皇j封二なり、柳鮮の恐怖心もしだいになく

なっている。その上、二、∴　t隼以来は「五才【木二lノlJJJのうちに、一般市

場で取引される価布のような【抒■質の木紬を取り入れでも、以前に亀崎した校／

も消え失せ、少しノしいに争／Jても紙J．」jは（札l【ソ藩）がそれを請けとってしまう

ようにな／〕た。
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糾鮮の現在の考えは、公作米を中断して、千百東余りの木綿で復回し、「五

プl木二十丘尺」の木綿で決済されれば、と考えているであろう。特に、対馬藩

がもたらす看品勘のうち、銅、錫、胡椒、月木などが国家闇政に何らの利益に

ならないはかりか、価格にしてもそのような価格で持ってくるのは私貿易の価

格よりも十倍も高価で、削鮮側が人担であると見ていることが軌鮮側のヨき物

に書き付けられている。だから、従来の名品も中止したいところで、まして木

綿を米に替えたのはなお　一層気の毒に思われるはずである。だから　度はこの

問閲に煩わしいことがあろうと思われるが、後日のことを考えれば和二寒心に

耐えないことである。

これまでは年限が尽きれば（口本側が）裁判を（朝鮮に）送　決定された。

ところで（糾鮮側は）初めは米での支給はできない、と返答したが、その後に

なって再び／■牛と年限を完め、許諾した。米の支給を中段するとの践初の許し

はtl癖のように見えますが、（朝附則は）間違いなく中」LLたいと言うであろう。

とは己え、まずは訳官たちが中間でうまく取り扱ってくれており別段問題なく

（米の支給が）続いていくと思われる。けれども将来、訳官たちがその間、心

を込めて取り扱／Jてくれたことを途中で止めるとか、また分別のない人がいる

とか、朝廷側にぜひとも中」lせねばならないとの議論を酬吏派が登場する時は

心もとないことなので、朝鮮側と実務交渉する人はノ削二心掛けておかねはなら

ない。

【rH

（1二側肝の当町の規準では、木綿、麻などは一　同　佃は単位）は50匹。したがっ

て木綿400束は400同と同じで2，000匹に該当する。

〔うう木細目JLに対する米の交胤七と辛が12Llであったので、勒畔の米1俵は官衛

（役所のこと）で川いる小利半七の場合、せいぜい15、lであったところから、

2，00〔）〃匹×121－15－ト＝lノJ6，000依となる。】算が成り立つ。

・3「∴呈退」とは、軒羊。告で「・乏けた品物む点検し、気に入らなけれは花に尻す

こと」のなで、朝鮮の貿利ではしばしば川いる語である。

弼「木花」とは、lエ作物として育てる　▲年号の植軌。高さ60。両前後で、葉は

交互に人情兄ぎりすの平のような長い葉柄がある。秋には黄色または紅l‘他
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の丘葉花が咲き綿のような丸い矢がなる‖軌して乾くと分かれてl′lい綿毛が

でる。種は油を絞り、綿毛は木綿糸の原料となるu

⑤この間題に関連して、朝鮮側が札馴二送った外交‾丈．†‡、ulJち「IlF契」が現在、

国史編纂委員会に保管されている。苦契121号、122号、128号なとを参照。

⑥東人所蔵本では、「四口束之木綿」のrイ＼純」の次にr斗こ」が帥入されている。

⑦東大所蔵本では、「悪木」とせず、「惣木綿之」と記すJまた、本資料では、「悪

木」のイl横に「ノ｝二　者」のルビが、また、左様には「l十朱之＿字」のルビ

が付されているが、「二で二考」の日付泊のlノ辛’および「什米之二字」の語末

の1字は解読が不明。

⑧「肴品」とは、品質がとうなのかを品定めすること。

46．公作米の支給年限

日本が糾鮮から米を買い求めるイ日限が明らかに裁判水準で定められたのは、

l′l水李兵術が裁判に任命され朝鮮に渡った頃から始まった′　最初に米の売買が

なされた時からだんだんと隼l県が定められたことを知らない人が多いが、なる

ほとこちらの■tr。」録にそのような山谷が見える。だとすれば、毎年の年限があっ

たことは間違いない。特に、杢兵衛が利鮮に派遣された時に至ってはなおのこ

と、年限がなかったとは主張しがたいノ詳細は実録Lに見えるので省略する。

【注】

爪『大籠院公実録』を指しているものと止しわれるが、∴義智かト養成に織くポ

義真は1655年（明暦元）から1702年（元禄15）まで在任し、その後を諒偏が

継いだ。

47．漂流民の接待

対馬の船が優l苛左石道に漂流する場合、昔は朝鮮側が接7－ほどの梓度してく

れたのか完められた格式がなか／Jたし　州古を知るために勧Irに派遣された別

芹lの指示に従い支給する数ぶ－の多鎚が定められた。そんな日・、訳官たちの要
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求で別差が事情を調べに参ることが中止された。このため漂流地でR本側の水

人たちが接待を要求する場合、漂流地の官吏の指示を伝えてくれる人もいない

ので、船員たちが要求するままに雑物が支給されることになった。これに、船

員たちはしだいにその品を増やして要求するようになったし、一、二年後には、

その量が相、Tiな数値に毒、るようになった。したがって、この問題を動鮮側の什

訳2たちが肝、1－にたびたび訴えた。

時あたかも昧木弥三郎が釜山近くに漂着したが、（この時）日本側の舶員た

ちが接待を紫求するに至り、漂竃地で支給したのが気に入らないとのことで、

彼らが．僅汗rJを棒で叩くことが起こった。これに削鮮側の甲官が皆走り寄り船

員たちを叩きのめしたが、そのうちの船員たちの中で九死に　牛を得た人もい

た〕この時」度、杉刃采女が参判伐として棚鮮に渡っており、この封′【の次第

を聞き仙ナていた。そうしてついに、任訳と館守が相談し、標流民の接待に刈

する格式が定められ、格式が記された本を1mずつ船頭にやり、今後は定めら

れた分昆以卜は受け代らないように指示した。最近一、一年間、漂流すること

になれは、接待の占を過分に取り、経済沌射二有益となったぐ，これに、イ†申

隻得度を除いては、1日ちに釜山の倭館まで航摘する胎がなくなったし，皆わ

さと漂流したようにした√　接待は船員たちだけが請けとったのではなく、同じ

船に乗っている侍たちももらったので、意外にも多くの米をもらって収入とし

た∩　ところで誰もが接待されたとは対馬側に報告しなかった。そんな筈はない

と言って、一、∵年間措間しただけなのに、ようやく参判便t■が釜山の倭館に

来たときになってはじめて改革された。

／㌻後また妄りに漂流民が多くなれは、対馬藩では神経を使い、弊端が年じる

原l人ほ．潤へ迅速に処苗せねばならないであろう。

【注】

nlとして通訳の什に当たった役人を訓導と称したが、別差はその訓導の下に

属した釜山にあった倭㈲闇川の日本語通訳人のこと＝訓導別差を略称して訓

別とも称した。日本人が慶尚遣海岸の前日に漂着すれば、漂着地の連絡をせ

け、軌Il鎖で別昔　川本詰通訳′自）が派J遺されて、漂流の経緯などを問う調

査、即ち問偶が行なわれた，
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②什訳とは、訓導と別差を通称する話。

③朝鮮水軍の武1職を指す、

正対蟻から日本に派遣した使節には定期的な年例八送付と臨時に派遣する使節

としての差倭があった。左傾はまた人差倭と小差倭に分けられるが、この

申、大芹倭を参Ilj便と言った。彼らは払府相中のことや適イ［校に関すること

で朝鮮に派遣された使節であったが、礼出・参削l〕i」に送る吉契（文′｝を記した

約束の手形）を持参していたことから山来し、彼らを指して参判僕と称した〔

48．日本人の倭館外への出入制限

LJ本人の掛武者か、ある時は監守が多大捕または半丁捕1に山掛けたり、彼

岸2に合わせて倭鮒人Jの人々が．rr鮒に行くこと、遠見ができる遠見嶽に日本人

が上ること、このようなことなどは剛鮒人が好まないことであるが、R本人の

足首を捕まえられることがあ／」ては因るので、とこまでも■lr式とおりにしなけ

ればならない。また倭鮒ノ」の広い響き地を替えて朝鮮に涙してほしいとの相談

がややもすれば（朝鮮の）訳丁子の問で出ている‖　これは決して．1†してはならな

い。その訳は′実録弓に詳しいので省略する〔

【注】

庄）多大浦と′1岩油は狛IJ近辺の浦（入りrl）。

②春分に寺Jなう仏教jJ弔ノ

③『大乱院公リミ録』を指す〉

49．交肝に対する朝鮮と日本の処罰の違い

朝鮮人が嫌がることを行い、日本人の不将を改めなければ、結局汗＝」本人に

雉儀なことになろう。そんなことも心得ておかねばならない

朝鮮側では公軒を深く禁じているのに、倭餌の人々がその決を守㍉ず、初め

は倭棺の近くにある民家をことことく撤去し一ヶ所に遷した、しかしその後、

呼崎のイl加が堅田でない所を通じて女をl呼び入れた事実が知れるところとな
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り、朝鮮では石垣を築くと言ったが、俵1－税Uが館守に在職している時、多

くの人夫に石を遊ばせた。

ところでその時ちょうと、参判伐が在留している時なので、しないように指

ホしたことがあった。すると、呼崎にホ壇を築くことを中1LL、その代わりに

遥か二人に石垣を築き「坂の下」2ノに新しい門を建てることになり、倭飾仙二

捌鮮人が出入りすることが不自由になった。

その後、l′1水源七の交紆事件が再び起こるや、坂の卜の民家を全て取り払い、

訓草の吊所たけ残された。それでいずれも館内の勤務者にはさらによくないこ

とになった（

体、一昨の不便なことたけを［卵）、後日を考えないことが日本人の慣わし

なので、当時は桔イ酎こし、後日の便利を取る軌鮮側の深い計らいと比較すれば、

知恵と且慮の優劣は明らかである。

かねがねづ頭lの禁止を厳酎こしてきたのであれば、民家を撤去することはな

かったはずであろうに、そうでなかったので、結局、今になって懐紙に人とし

ての愉岬が稚えることとなり、懐紙が衰微することになった　端となった。

【注】

①「手枕」とは、税に関した事項を扱った者の官職。

緩朝鮮の訳ノHが信木していた「坂の卜」を指すが、ここには日本人の出入りが

統制された）

50．日本側が兼業府を交渉相手にする時の留意事項

東粟府に入るのを東楽府と命を懸けて闘うことも考え、または生きては戻れ

ないことのようにも考え、東葉柄に入れば必ず結末をつけねばならないように

も考える。これは誤った考えであるし，串の次第によっては相違があろうが、宴

糾こIl備した場では詳細な向春を述べにくく、また計旧を送′〕て伝え札は意味

を正確に伝達しにくい場合が多い。このため、とにかく東莱肘に行き、底接対

面して詳しく話し合わねばならない場合が必ずあるものである（」その時は事前

に知らせて東財机二人らねばならない。
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日州則の例を挙けて．＿」うならは、m代■の役人が柳川Zや久留米に11き、か

の地の役人と対談するようなものである。したが／」て、面談を通じてその事を

すっきり鈷木をつける場合もあろうし、そのようにならない場合もあるはずで

ある′　東某府にさえ伸ナは、何事であれ決竜がつくと考えることでもなく、妄

りに言いやうこともよくない。その境狩を越えてあちら（剛鮮）に子Jくのは元

来、谷易になりがたいことである。したがって、束莱府と面談をLなければな

らないはとではないのに、来莱府に行くことになれば、肌官たちが・錐儀であろ

うとlÅトJたあまり、百八11’に相手をあたえ、そのことを処叩するとの画策をもっ

て東某に入るのは誤／た堪えである‖

【†i】

〔i）当的、対蟻藩の領地として、用丑の佐賀県即断lJの　部地域に該当する。

・3福岡県南南部の　地域。

・③相聞県南西部の　地域。

51．億館内で発生した犯罪の処理

倭館内に糾鮮人が品物を盗むために入った域合、肝、1’がこれをためらわず死

罪に処してくjLるように毎度訳口に‖占しているし　けれともそのとおり朝子」され

ず、話しておいてもそのままになる場合がある、、几来、LIJ，物をl条むのにも韓重

があるものであるが、その区別をしないで（朝鮮側に）必ず死罪にしてくれと

こうのはこちら　し軋Ilヮ蒲）からの佃二叩な要求である　交鋸を犯した音の場合、

則雄ではこれを死誹■としているが、こちらでは永久流牒’に処するのと同じで、

国ことに法式があるものである（そんな訳で、今緑は盗賊を抑えれば純で縛り、

択官に渡し、飢守は盗みの韓重にしたがい、剛鮮の凶法に・準じて処；Erしてくれ

るよう割鮮に石■1しておかねばならないr，

朝鮮国内で－「鑑みを犯す者は、その非を取り調べ、明らかにし、倭館内で盗み

を犯す者を呑放するのは決してありえないことである。ノ」、訳官たちが個人

的な利益を謀ろうとすれば、ことが雉儀になろうか、東莱舟が以【の人々の打

に入ったからには、そのま　放苗されはしまいか、との気遣いは、かつてはな
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かったことである。

52．朝鮮人の取扱いに対する教訓

私、束五郎が一卜二歳の閃、対馬藩に奉公に召し抱えられてテl戸にいる頃、

イ1勤の考たちが話すには、棚華人くらい鈍い右はいない、と言った。（朝鮮人の

中には　炭焼人と「－つて（倭鰍二）炭を持ってくる者がいたが、もし炭を持っ

てこなくて手に印を押してやり、明日持ってくるように白いつければ、軌」に

は必ず炭を持一）てきて、手に刻まれた印を消してくれと言う。人が多いことも

あろうが、．．作だと見えていることでもないので、手に押された印を自分白身で

洗い落としてもいいはずなのに、必ずこんなふうに洗い落としてくれと言うの

で、おかしなことだと言っていた一

二の請を聞いて、私、東／l郎が考えるに、（桃鮮人が）愚鈍である笛がない．．

おそらく、【州は、倭■1L後（月本の）余勢が強くてそうであったと考えていた。

その後、（東／・郎が）三十ノ、歳の時、朝鮮語の学習として朝鮮に渡油した研、

ある日、日日ヒ官の中で、昌の慣子1を覚えている者がいた。彼は、炭哲人が炭を

持ってこないと叱り、「着の袖を縄で括ろうとした。すると、右の則鮮人がひ

とく怒った＝横には金別将という訓導の手下の古記がいたが、この者がまたH

を赤らめて怒っては、「わが国（軌鮮）の人を侮辱するとは、　体どういうこ

となんだ」と散々に叱1■Lした。これに、叫代官が恐れおののき日めたことがあっ

た　この一作だけを見ても、わずか十四、7■年の間に雰閃気がこんなに変わ一J

てしま′」たのである。

大概、丁上、衡1L（文禄の役　後、萬松院様■■御　代から光雲院様代ノ御幼fJ

までは（糾鮮人が）日本の余勢を恐れた「、光雲院様代中頃から大龍院様代3■の

初イrまでは日本人を避けた。（ところで）天馴完様中頃より以後は、すでに日

本人に（朝鮮人たちが）椚してきた。怖れ避ける時は、むこう　潮鮒が低姿

勢になり、椚tてきたら強者が高姿弓鋸二なり、弱者が低婁軌二なりがちである。

天龍院様のイ【付び）中頃まではまだ押れてけりもない頃であ／Jたが、近頃はとても

附してきたので、／㌢後は「釆之凌之1（これに凍ってこれを凌く）」と言′〕て、
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威厳が朝鮮側に移り、こちらはかえって卑屈になったと岩わねばならない時勢

になった。だから、公明」L人を心に刻み、群義（遺坪と道義）をもって務め、

（物事の）前後を。lり、事に当たらねはならない。「不畏強御禦ィ、侮脹寡剛亦

不叶柔亦不茹」1（強者に怖れず、弱者を侮らず、困姓に不坪を抱かず、容易

だと言ってはわさと挑むな）というのは処世術の秘訣を教える言葉であるが、

削鰐との交憐の際にはこのような心構えが最も重要なことだと言えよう。

【注】

爪第】9代宗義解在什（1579－16】5）の頃を指す√、

径）第20代宗義成在什（1615～1657）の頃を指すU

③第21代ンil義真在任（1657～1692）の頃を指す。

④本寮料では、「束之凌之」の車’は漢文調で記されているが、衆人所蔵本で

は「乗之陵之」と衣記されている。「陵」は「凌」の許川であろう。また、

束人所蔵本では、太字′l字の前には「餌る事の戊二候斬、／沌二至り候而ハ

律ること深ク成　候聞、此後ハ」の語旬が抑人されている‖

⑤本巻利では、「不畏強御三号誓不侮媚笑剛亦不叶柔亦不茹」の177は漢文調で記

されている。

53．束莱府倭の地位

古館の最初の頃1■には（捌絆の）訊七たちに話す峠、東菜刷史は級判と同雪

だとl▲張する人々がいたが、これはィ、敬（佃礼）と∴うへきである。文Hとも

己うべきであるJ　人体その時は主局倭乱以校の状況が続いていた‖　それで館守

に送った年寄の．li状にたまたま東兼的便に閥係することに出合うと、大部分は

（裁判が）東莱府使と相刈したように読まれて、訳苫たちに別してはまるで出

入りする叫人たちに刈するように挨拶をし、（批判が）あまりにも尊人されたU

ところでこれは過ぎたることである。

その後、竹島のことが起こった時、・肌肘の古見はどうなのか、隣交とその他

の諸事の異変がないのか、と人々が危慨心を持つようにな／Jた。その場から束

某府任を特別に二三三めたところ、東楽府便は　＿品の人なので刈一裾藩1よりも高い
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地位にいることを知るようになった。ところで、これを意外なことのように思

わないで、むしろ半主人に仕えるように言う人もいた。

「対馬藩主はその他の人民を治めてきた侯伯ので手絡を待つ身であるが、どう

して東某府僕と比較できようか」と言っても、これを心に刻まないのは目しく

ない。凡来、義理に適うように事を処理しなければ、そちら（朝鮮）は傲1馴二

なり、そ〝）勢いを花が力　川本）が怖れl車屈になるものであり、あちらが卑刷

になれば、その弱点を蜂茂し、こちらが倣榔二なるものである。これは、人帖

の常弊であるから、あちらがどう出てこようとも我々はその権威が乱れぬよう

にしなけ札はならない。

挿日加の船が破船した時、ひたすら裁判が分からなか一）たので、このこと（就

判の怠慢）を必ず云ってくれ、と訳′白たちに訴した。「情難測」コ（帖意が分か

らないようだった）なので、とにかく厳重に叱‡てしなくては朝鮮の思いがよく

ないことであるし、館内からも．∃ってきている。対馬でも以前から話しに上っ

ていることであるので、（力では、裁判を処罰するのが）異牒＝こ媚を売るも

のだとの所見も多かった、，そうして『春秋左伝』にあるように、「寧以国屍不

叶従也」1（むしろ凶が滅びようとも従うことができない）という語を州1日ノて、

こちら（対【1ソ）では、「淘卜では風が強く波涛が荒いため、父　の閲でも1℃

尺右をl崗ててもりいに批い出すことができない。それで、この度、耕同加が破

晰二遭／Jた時も、紋判はこのことが分からなかった。もし、裁判を罰きなけれ

ば隣交が断絶される、と封長しても、『左fムエコの話しのように、それは決して

許零できないことであるから、この意味を訳官たちに必ず怯えなければならな

い」と話したし，

その後は騒き、’′てる浮言もだんだんなくなった。すへてのことはこのような

心椛えでなければならない，とにかく「以五日守候時ハ猥二躁惑畏縮」い（11

しい義をも′〕て臼らをノ」るl射ま妄りに躁惑Lたり萎鮎することはなくなる）は

ずである（

【注】

力1678年、草染倭狛二移る前の亘毛滴倭鮎の頃を指す。

霊本登利では、「情難潮J」の：う′Hは美文調で記されている。
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③本資料では、「寧以同属不可従也」の87は－英文調で記されているで

④「rぢJl」とは、近い距離を表す。閏は同ノ1で8、」、ノ上は一尺を表す〔J

〔9『左伝」とは、『木枕左氏イム』の略称。

㈲本資利では、「以詑H守候時ハ猥二躁惑畏縮」13字は漢文調で記されている。

54．誠信の交わりの真の意味

多くの人々が誠信で交流するというが、この言葉の意味を明日に分かってい

ない場合が多い。誠烏というのは、実意という意味をもっており、＿わいに「不

敗不孝」1（欺かず、争わず）、真実をもって交際することを誠実というのであ

る。

勒畔と頁の誠信の交わりを寺Jなうためには、送使を全て辞退させ、少しもか

の国（朝鮮）の煩わしさにならないようにしなければならない。そうでなくて

は真の誠信とは言いがたい「，朝鮮の書籍を見れば、その底意を知ることができ

る。

しかし、この問題は言葉のように容易ではない。／㌢まで責われてきたことを

見ても、糾鮮としてもた易く改められるところではない。したがっでl黙例はま

ずそのままにし、さらにその卜に、実意を失わないようにしなければならない。

「日本人共性挽悍難以詑尾」フ（日本人は、その性門が狂悍であり、義でもっ

て屈服させることは難しい）と削鋸JJの文にも記されている。その国の弊害

が余群であるにもかかわらず、送性の楼門をはじめ、今七で別段問題なく引き

続いているのは　川本人の）掘悍の性門が（剛鮮人に）怖れられていることに

起因している。

乱（「文：禄慶長の役」）後、日本の武ノ」を前面にした余勢は今になって甚だ

薄くなり、今後、対馬の人々が従前の武義を失い、・、f僧を怠り怠惰の心になれ

ば、必ず先に述べたとおり、何がしの木刀ということく、乎態は流れていくは

すである。したがって朝鮮との業務を担う幹事はそのような心構えが肝要と言

えよう。

とにかく朝鮮の事情を詳しく知らずしては、事に臨み決断を1、すことはでき
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ず、澤言雑説だけが乱舞し、川らぴ）利益にもなりえない。だから、『矧旦入

札1『考事提要㌦■なとの書物と阿比留惣兵衛が編集した『善隣通交』、松浦儀

イ摘門が編集した『通交人紀』甘およびr分翫己弔JF記事人純7を常に熟覧し、

前後を弁え処指しなければならない。

享保十　年戊小1十一月一Hl

雨森東五郎

【＝】

〔n本資利では、「不歎不予」の4字は漢文調で記されている。

②本資料では、「日本人其性獲悍靴以藁屑」の日宇は漢文調で記されている。

・包申叔舟（1417～ユ475）は朝鮮時代の学者・文臥143師に科挙に翻各。1441

年、亀田殿副修撰となる。】443年、通信使の割大官となり11本に赴き詩情で

名をととろかし、帰国の途中、対馬島に、ンち寄り葵亥約條を射．んだ－　のち、

中国首乱げに関する知識を修得し、朝鮮王軌第4代世宗主を助け、成三間

とともに「訓民正肯」創軌こ多大な功親を掩した。その後、数々の要職に就

き王に仕えた′　優れた学識と文Jで『世紀実録』なとの苦籍を撰修したr，

〔む『提l叶人Ⅰ川上』は朝鮮時代の基本法典として、朝鮮の政治・経済・封会・文化

の全般を理解する際の必須史料であるばかりか、その後に編暮された『続人

興』、『人典通恥』、『人典会通Jなとの基本文献となった。

瑚『故事舶要』は魚叔権が1554年に著した菖物。その後、何度かに亘り編纂

と改修がなされた。針故事擬装』に現れる日本関係の記事は朝鮮初期に確止

された日本との交隣体制が16世紀中頃以降、どのように変遷したかを小す貴

重な史料である。

⑥日中健大代と日代和年代共著によって、この史料が『棚付通交人紀』（も畿

出版、1978）として刊行された。

⑦韓国の凶立中央岡部飽所蔵の『交l劉是軌には、「分翫記紀事人綱」となっ

ている。また、日本のIH厳原机中火公民館前一歳本には、「分類記事人網」と

なっており、国史編纂委員会所蔵本と東京人ギ史料編纂所の所収本には、「分

類記事大綱」となっている〉おそらくこれは、ア分類記事人綱」を指すよう

である。対馬藩十のいわゆる「対局㌫家文．11」小には朝鮮と日本（特に、刺
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馬）との間の蓑虫な封′卜や外交・望易なとについて整理し、ア分類記事人綱』

という書給に鋸まれた史料がある∩他の柚子Jlj、家文紫と同種、分類記事大綱』

は対馬の刈馬歴史民俗資椚鋸をはじめ、R本のl甘山国会同苦鮒と韓「左囲【玉l史

編纂委員会なと、多くの機「馴二分散し、叫ノ】’・ほれている‖
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6）『11酎）かけ矧雨森月洲』（呉tl崩著、断風苦席、2日〔）4年日月J

7）呉瀾著「fli森芳洲著『安隣接酢』について一mその1（『大阪狸済法科大

学論集』第90弓、人阪種苗法科人ヴ衛去ノブ会、2006年2月）

8）呉満著「内森男洲暑『交隣提軌（韓国仲川史編纂委員会所蔵本）につい

て－その2（『人阪経済法利人ノデ論集』第92ぢ、大阪経済法科大学経法

′、デ会、2007年2日）
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